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１

共
通

事

項

工事建物の概要

工事名称

工事概要

主要用途

工事種別

敷地

敷地面積

都市計画区域都市計画法等

道　　路

用途地域

防火地域

その他の指定 ・（　　　　　）

・　都市計画区域内（・市街化区域・市街化調整区域・その他）

指定の建ぺい率　　　　％ 指定の容積率　　　　％

建築基準法

Ⅱ　建築改修工事仕様

・植栽一式

・舗装一式

・消防活動空地一式

・外構工事

工事の範囲

・搬送設備工事一式

・昇降機設備工事一式

・解体工事一式

・機械設備工事一式別途工事

・電話工事一式

・電気設備工事一式

階数

構造

（５）標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示し

　特記事項に記載の [　.　.　] 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　す。

（３）特記事項に記載の (　.　.　) 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示

　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　法令等の遵守（1.1.13）の規定を優先する。

２．本特記仕様書の表記

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

（４）受注者は、南海トラフ地震防災対策強化地域における工事にあっては、南海トラフ地震に関連する情

　　　情（臨時）が気象庁から出された場合には、工事中断の措置をとるものとし、これに伴う必要な補強

　　　・落下防止等の保全処置を講じなければならない。

　上記事項が発生した場合は、契約書第２６条（臨機の措置）の規定による。

章 項目 特記事項

各図面において、（○－○○－○）内の数字は適用する上記詳細番号を示す。

工事写真撮影ガイドブック（平成３０年度版）建築工事編及び解体工事編

国土交通省大臣官房官庁営繕部

・風圧力

風速（Ｖｏ＝　　　　m／s）

地表面粗度区分　（　　　　　　　　）
・積雪荷重

　平成１２年５月３１日建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　）

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

１

１

項

事

通

共

共
通

事

項

１

1 適用基準等

2 適用区分

　　　工事はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。

（２）電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、電気設備改修工事及び機械設備改修

（３）受注者は建築基準法第７条の定めによる完了検査（同法第７条の３の定めによる中間検査を含む）時

　　　には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料（報告書等）を用意すること。

　ている場合において、それらが関係法令の改正等により（条例等を含む）に抵触する場合には、関係

・適用する

・工事用車両の駐車場　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）
・資機材置場　　　　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・現場事務所　　　　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・建設発生土仮置場　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

(1.3.5)7 施工条件

・適用する (1.3.3)

・適用する (1.3.4)

5 電気保安

　技術者

6 工事用電力設備

　保安責任者

・第一次判定

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否の判定を行う

採取箇所数（計　　箇所）

採取場所　（※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・第二次判定

専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う

分析個数　（計　　個）

・除去処理工事

撤去工法　「標準施工要領書（日本シーリング工業共同組合連合会／日本

シーリング材工業会）」による

除去範囲　（※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手時に再資

※再生資源利用促進計画書及び再生資源利用計画書の提出

源利用計画書及び再資源利用促進計画書を監督員に提出するものとする。

により作成したものとする。

なお、計画書及び報告書は「建設副産物情報交換システム」（COBRIS）

・ＰＣＢ含有シーリング材の分析調査

・特別管理産業廃棄物（※廃石綿　・　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資材の活用を図るもの　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※引渡しを要するもの（・金属類　※ＰＣＢ含有物　・　　　　　　　）(1.3.12)8 発生材の

　処理等

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有

　すると共に、次のⅰ）からⅳ）を満たすものとする。

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.2.3][表3.2.1]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.4.1)

　ⅰ）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ

　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

　　　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　ない材料を使用する。

ⅱ）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少

　　　料を使用する。

　　ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材

ⅲ）接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル

ⅳ）ⅰ）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、

　　　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散

　　が極めて少ない材料を使用したものとする。

※再生クラッシャラン Ｇ　・切込砂利又は切込砕石 [4.6.2]

Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第

１００号）」（以下「グリ－ン購入法」という。）に基づく「環境物品等の調達の

　 及び盛土

推進に関する基本方針の変更（平成３１年２月８日閣議決定）」に定める特定調達

物品等を示す。原則としてグリーン購入法における特定調達品目の使用に努める。

9 埋戻し

10 砂利地業

11 環境への配慮

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制

対象外」とは次のⅰ）又はⅱ）に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは

　次のⅲ）又はⅳ）に該当する材料を指す。
　ⅰ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種

　　　ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　ⅱ）建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を

　　受けた材料

　ⅲ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド

　　発散建築材料

　ⅳ）建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を

　　受けた材料

ＪＩＳ又はＪＡＳマーク表示のない材料等は、次の１）から６）の事項を満たす

ものとする。 (1.4.2)
１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

なお、これらの材料等を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有

　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法

の基本方針の判断に基準に従い、あらかじめ、「木材・木材製品の合法性、持続

可能性の証明のためのガイドライン」（林野庁　平成１８年２月１５日）に準拠

した証明書を監督員へ提出する。

することの証明となる資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督員に提

はこの限りでない。

出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合

本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、12 材料の品質等

(1.5.1～3)

改修標準仕様書、標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製

品の指定工法による。

立面図、平面図等に記載、必要に応じ写真を添付

　本工事該当部位及び関連部位について既存施設（埋設配管等を含む）につい

報告書　　監督員に２部提出

・埋設配管の試掘

※施工計画調査

て、施工計画作成のための事前調査、情報収集を行う。

(1.5.2、3)・施工数量調査（外壁改修）

　範囲、復旧方法　※図示　・　

　調査内容

　　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を調査する。

　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　

　　ひび割れの幅及び長さを調査する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の

　　有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

　　モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては、浮き部分、欠損部の形

　　状寸法等を調査する。

　　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく

　　落部を調査する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　調査範囲　※外壁改修範囲　・図示

・施工数量調査（防水改修）

調査範囲　※防水改修範囲　・図示

調査方法　・図示　・　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・

(1.5.2、3)

13 特別な材料

14 施工調査

　 の工法

適用する技能士 (1.6.2)

仮設工事 とび

工事種目 技能検定作業技能士検定職種

・ とび作業

鉄筋工事 鉄筋施工 ・ 鉄筋組立作業

型枠施工 ・ 型枠工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工 ・ コンクリート圧送工事作業

コンクリート工事

内装仕上施工 ・ 鋼製下地工事作業金属工事
建築板金 ・ 内外装板金作業

防水改修工事 防水施工

建築板金

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・ 内外装板金作業

・ ＦＲＰ防水工事作業

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水

外壁改修工事

左官

タイル張り

樹脂接着剤注入施工

・ 左官作業

・ タイル張り作業

・ 樹脂接着剤注入工事作業

屋根及びとい改修工事

建具改修工事 サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

・ 自動ドア施工作業

内装改修工事

建築大工木工事 ・ 大工工事作業

内装仕上施工 ・ 鋼製下地工事作業
建築大工 ・ 大工工事作業

・ 内外装板金作業建築板金

・ 造園工事作業造園植栽工事

・ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業路面標示施工舗装工事

・ 建築配管作業配管排水工事

塗装改修工事

耐震改修工事 ・ 型枠工事作業型枠施工

・ 鉄筋組立て作業鉄筋施工

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・ 建築塗装作業

・ タイル張り作業

・ 左官作業

・ 壁装作業

・ ボード仕上工事作業

・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

塗装

タイル張り

左官

表装

内装仕上施工

石工事 石材施工 ・ 石張り作業

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　

(1.6.3)

15 技能士

16 技能資格者

る場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、

ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策機械と同等とみなす。

あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明事業により評価

７年建設技術評価制公募課題「建度設機械の排出ガス浄化装置の開発」、又は

た建設機械を使用する。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成

合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

１）本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平

第487号)に基づき指定された建設機械を使用する。ただし、これにより難い場

監督員に提出するものとする。

排出ガス対策建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用す

　 取り合い

※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

※駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強
本工事の施工範囲

を受ける。

施工図

　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通知するとともに、

事故発生報告書を監督職員に速やかに提出すること。

※設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾

　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕

上げ共、在来にならい補修する。

　　　　　　　　工事車両の洗車及び道路の清掃をすること。

　　　　　　　　搬出時等は、周辺道路への土砂等飛散防止に努めること。

　※粉じん対策　粉じんが発生する場合には、集塵機を設置すること。

　　　　　　　灯を設置すること。

　※安全対策　　工事車両の出入口及び出隅部分に透明板付の仮囲いや赤色

※設計ＧＬ＝ＢＭ＋　　　　mm（現状地盤高は図示）

・

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真撮影要領（平成28年版

）による工事写真撮影ガイドブック（平成30年版）」及び国土交通省大臣官

監督員の指示により撮影し提出する。
房官庁営繕部「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について」による他、

22 工事写真

23 設計ＧＬ

24 建設機械

25 設備工事との

26 事故報告

27 養生その他

・夜間照明

・騒音対策 隣地境界地点において騒音振動測定器を設置し、測定管理する

こと。

仮囲い上部に仮設夜間照明を設置すること。

アルバム（黒表紙金文字300mm×300mm程度）　※無し　・有り

・四つ切　　（　　）枚　　※アルミ額縁
・半切　　　（　　）枚　　※アルミ額縁

・全紙　　　（　　）枚　　※アルミ額縁

28 完成写真 撮影箇所数　※（　　）箇所　・航空写真（　　）箇所

本完成写真の著作者の権利は、発注者に委譲するものとする。

提出内容

※電子データ　１部
画素：長辺で2880ＰＩＸ以上

記録方式：ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ最高画質

記録媒体：ＣＤ－Ｒ（ＩＳＯ）

・カラープリント　キャビネ版（　　）部

本完成写真の著作者の権利は、発注者に委譲するものとする。

提出内容

※電子データ　１部

記録方式：ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ最高画質

記録媒体：ＣＤ－Ｒ（ＩＳＯ）

・カラープリント　キャビネ版（　　）部

アルバム（黒表紙金文字300mm×300mm程度）　※無し　・有り

撮影箇所数　※（　　）箇所　・航空写真（　　）箇所　・監督員の指示による

・半切　　　（　　）枚　　※アルミ額縁　・撮影内容：監督員の指示による

・全紙　　　（　　）枚　　※アルミ額縁　・提出部数：監督員の指示による

・四つ切　　（　　）枚　　※アルミ額縁　・印刷用紙：Ａ４縦

画素：長辺で2880ＰＩＸ以上

[3.2.5]

「建設発生土情報交換システム」（一財）日本建設情報総合センター（JACIC）を

活用し近隣の受入先を調査の上、搬出距離、受入条件等が確認できる資料を監督職

員に提出し、協議により搬出先を決定する。搬出後、監督職員へ搬出先の受入を確

認できる資料を提出する。

・岐阜県建設発生土管理基準により土壌検査を行う。

・場外指定場所に搬出する。

　　※搬出後、監督職員へ搬出先の受入を確認できる資料を提出する。

・場内指定場所に敷き均し（　　　　　　　　　　）

・場内指定場所に堆積　　（　　　　　　　　　　）

30 書類の書式等

に支障のない状況まで完了していること。

総合試運転を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期のおおむね１０日前まで31 概成工期

32 下請施工業務 本工事において、下請契約を締結する場合には、当該契約の相手方を岐阜県内に

本店（建設業法（昭和２４年法律第１００号）に規定する主たる営業所含む。）を

有する者の中から選定するよう努めること。

適正処理

33 産業廃棄物の 産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物の

関連書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管

こと。

理を行い、産業廃棄物の最終処分に至るまで適正に処理されていることを確認する

こと。

下請け業者の選定に当たっては岐阜県入札参加資格停止の処置がなされていない34 下請け業者等

　本工事の施工に関して提出する書類は、発注者が受注者に提示する「営繕工事の

請負に係る書類」様式に基づき作成する。

２）本工事においては「第３次排出ガス対策型建設機械指定要領(平成18年3月17

日国総施第215号、最終改定 平成23年7月13日国総環ﾘ第1号)に基づき指定され

成9年 7月31日建設省告示第1536号、最終改正 平成13年4月9日国土交通省告示

・既存塗膜の付着力試験
　　試験箇所及び箇所数については、監督員と協議の上決定する

・アスベスト成形板としての処理を要するもの

※改修標準仕様書の９章　環境配慮改修工事による

（1.2.2）

工事実績情報を登録するものとする。

(1.1.4)

なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された登録

の手順に準じて訂正するものとする。

また、変更契約日と工事完了日の間が、１０日に満たない場合は、変更契約時

の登録を省略することができるものとする。

工事請負金額が５００万円以上（消費税込み）の工事について、3 工事実績情報サ

　ービス(CORINS）

　への登録 （登録先：（一財）日本建設情報総合センター）

4 施工計画書

・仮設工事 ・防水改修工事 ・外壁改修工事

・建具改修工事 ・内装改修工事 ・塗装改修工事

・環境配慮改修工事・耐震改修工事 ・解体工事

・ ・

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書
（総合施工計画書）を作成し、監督員に提出する。

次の工種に該当する工事の施工計画書を当該工事の施工に先立ち

作成し、監督員に提出する。

(1.6.5、6)17 施工の検査等

・溶接技能者（（一社）日本溶接協会が検定した技能資格を有する者）

・圧接技量資格者（JIS Z 3881（ガス圧接技術検定における試験方法及び判
定基準）による技量を有する者）

・

18 施工の立会い

・監督員の指示による

　 濃度測定

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　(1.6.9)

(1.8.1～3)(表1.8.1)

書類

２）測定対象室及び測定箇所数は次による。

　エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

測定位置は、室中央付近の床から１.２ｍ～１.５ｍの高さとする。

合は、８時間測定（１０時３０分～１８時３０分）とする。

測定時間は、原則として２４時間とする。但し２４時間測定が行えない場

測定　測定は、「閉鎖」の状態のまま行う。

押入れ等の扉は、開放したままとする。

閉鎖　測定対象室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、

放し３０分換気する。

換気　測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押入れ等を含む。）を開

測定方法　※パッシブ採取による蒸気拡散式分析法　・厚生労働省の標準法

測定物質　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、スチレン、エチルベンゼン

　　　　　学校のみパラジクロロベンゼンを追加

19 化学物質の

20 完成時の提出

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

１）着工前及び着工後に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、

・

・監督員の指示による

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　(1.6.7)

　本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用

に限り、発注者に移譲するものとする。

受ける。
設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を

提出　※１部　・　

記載内容は監督職員と協議する。

※新規に作成　・既存完成図を修正
・完成図（施工図、施工計画書を除く）

・保全に関する資料

提出　※１部　・　

提出　※原図及びその複写図１部　・　

・施工図（・監督員の指示による　・　　　　　　　　　）

・施工計画書（・監督員の指示による　・　　　　　　　　　）

製作図等で原図として提出が出来ないものは、原図に代わるものとしてよい。

　 電子納品

21 営繕工事

（平成１７年４月改訂版）による。

完成図ＣＡＤデータ作成方法は「建築ＣＡＤ図面作成要領」

改修工事

鉄筋コンクリート造

・施工順序　　　　　　（・指定なし　・図示　・協議による　　　　）

・施工時間　　　　　　（・指定なし　・指定あり　・協議による 　）

1

30

Ⅲ

26

施工業者とする。

地名地番
※該当する工種については技能士による施工に努めること。

プール施設

－　階

・建築主体工事　　プール施設　　一式

１．共通仕様

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改

　　　修工事標準仕様書(建築工事編)(令和４年版)」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

　　　なお、改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築

　　　工事標準仕様書(建築工事編)(令和４年版)(以下「標準仕様書」という。）による。

・プール工事

調査業者　外壁改修施工数量調査は、使用予定材料メーカーの指定する

29 建設発生土

　の処理

・　都市計画区域外

・　防火地域　・準防火地域　・指定なし

・　２２条指定区域内　・２２条指定区域外

・（第一種中高層住居専用地域）

東小学校プール改修工事

岐阜県高山市松之木町６丁目地内

高山市立東小学校（プール施設）

縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

Ｎ .Ｓ .

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

・建築工事標準詳細図（令和４年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

・建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）国土交通省大臣官房官営繕部整備課

「営繕工事電子納品要領」（令和３年３月改訂版）による。

31　 枚 の 内 　 A-01号

水面面積 550㎡（高学年400㎡　低学年150㎡）

建設年度 昭和　４６年

付属建物規模

幅員　　　　ｍ6.4

床面積　 89㎡　　ＣＢ造　一部木造　平屋建

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 （ １ ）

20, 335　 ㎡



章 項目 特記事項項目 特記事項項目 特記事項章 章 項目 特記事項章

項

事

通

共

１ ２

仮

設

工

事

妨害又は不当要求に対する通報義務

　　１）受注者は、契約の履行に当たって暴力団関係者等から事実関係及び社会通念

　　等に照らして合理的な理由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約

　　の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報をしなければならな

　　い。なお、通報がない場合は入札参加資格を停止をすることがある。

　　を完了することができないときは、発注者に履行期間の延長変更を請求する

　　ことができる。

排除措置

35 暴力団の

　　　　

　

　安全施設の使用・設置

　定期安全訓練・研修等

　　　安全施設の使用・設置は関係法令等を順守するほか次のとおり講じなければな

　　らない。

　１）本工事はワンデーレスポンス実施対象工事とする。

　　　「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答を、原則「そ

　　　の日のうち」に回答する仕組みである。

　２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程

　　　を比較照査し、差異が生じた場合は適宜監督員に報告する。

　３）実施に当たっては、「ワンデーレスポンス実施要領」（農計第５３１号、林第

　監督員の指示による。なお、この場合請負金額の変更は行わない。

　　現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状寸法の軽微な変更は、

　　　８１５号、技第５８４号平成２３年３月３１日通知）に基づき実施する。

　　　１）原則、昇降用梯子で作業しないこと。ただし、やむを得ず作業する場合、

　　　受注者は、工事着手後、作業員全員の参加により月当たり、半日以上の時間を

　　　　　本作業用、補助用の２丁掛としなければならない。

36 ワンデー

レスポンス

37 軽微な変更等

38 事故防止策

　　２）墜落制止用器具は一連の作業において親綱の架け替え等が生じる場合、本

　　　　　作業用、補助用の２丁掛としなければならない。

　対策

２

仮

設

工

事

　・防音パネル　　・防音シート

　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　・足場全面　　・　　　

(2.1.3)1 騒音・粉じん等

(2.2.1)(表2.2.1)

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同
　おける２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

　外部足場　　・設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　・　　　　　　　）

　　　　　　　・設置しない

　防護シート　・設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　・　　　　　　　）

　　　　　　　・設置しない

　内部足場　　・設置する( ※脚立、足場板等　・　　　　）　・設置しない

　材料、撤去材等の運搬方法
　種別 ( ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種 ・Ｅ種 )

　　Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

2 足場等

　・粉じん飛散防止対策（　　　　　　　）

種　別 仕上げ（厚さmm） 塗 装 充　填

材　質 仕上げ 塗　装

・せっこうボード（9.5mm）

　種類（　　　　　 　　　）

・合板（9.0mm）
　材種（　 　　　　　　）

　　支柱　・木材　・軽量鉄骨材

　　支柱　・木材　・軽量鉄骨材

・なし

・片面・　　　　　　

※木製

・

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｂ種

　防炎シート

・片面 グラスウール

厚さ（　　）mm

・図示

設置箇所

・なし※合板張り程度

(2.3.1)

　既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷

　等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

　２）仮設間仕切りの種別と材質等

　１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　　

4 仮設間仕切

3 既存部分の養生

　３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

(2.3.2)(表 2.3.1)

(2.4.1)5 監督職員

事務所

・設ける

・設けない
規模(ｍ２程度)　・１０　・２０　※３５　・６５　・１００

・構内に新設する。

・構内既存建物の一部を使用する。

水

改

修

工

事

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※図示

10 建設現場環境

なお、内容、設置位置については監督員と協議する。

工事概要及びイメージパースを印刷した看板を　　箇所設置する。

建築基準法第８９条に基づく「確認があった旨」の表示をする。

　 改善対象工事

6 工事用水

7 工事電力

8 確認済の表示

9 ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ

受注者は、防水材料製作所及び防水施工者と連名で年限保証する。

なお、防水の保証年限は、１０年とする。

防水工事は、専門業者の責任施工とする。
３

防

1 一般事項

「岐阜県都市建築部公共建築課発注の建設現場環境改善モデル工事実施要領」

・担い手確保のための建設現場環境改善対象工事

3 既存下地の処理 (3.2.6)

2 既存防水の処理 　既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去
・行う（ ・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X ）

に基づき、「快適トイレ」を設置すること。

構内既存の施設　※利用できない
・利用できる（ ※有償　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できる（ ※有償　・無償 ）

・利用できない

　※適用する　　　　　・適用しない

(3.2.3～6)

　　２）受注者は、暴力団等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事

割当て、定期的に安全に関する研修・訓練等を実施しなければならない。

39 工事着手前
　 協議

　　受注者は工事請負契約後直ちに設計図書を照査し、受注者及び発注者側が現場状

　況を確認の上、設計と現場との整合性及び問題点を整理した後に、工事手前協議を
　発注者側の発議により開催するものとする。なお、立会者は発注者側が指定する。

「公共施設県産材利用推進方針」(岐阜県)に基づいて県産材利用促進に取り組む。

「改正工業標準化法（平成16年6月9日公布　法律第95号）」、「工業標準化法の

　一部を改正する法律（平成16年6月9日公布　法律95号）」、「改正工業標準化法

「日本工業規格」を「日本産業規格」に読み替える。

（平成16年6月）をそれぞれ「産業標準化法」に読み替える。

適用日を令和元年7月1日とする。

40 県産材の利用

41 用語の読み替え

(3.1.4)(3.7.2～8)シーリング改修工法の種類　　
・シーリング充填工法　 　　・シーリング再充填工法 　

・拡幅シーリング再充填工法　

・ブリッジ工法

ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない 　　　

エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

下表以外は、改修標準仕様書 表3.7.1による。

シーリング材の種類（記号）施工箇所

(表3.7.1)

ロックウール保温筒及びビーズ法ポリエチレンフォーム保温筒のホルムアルデヒ

シーリング材の目地寸法

※改修標準仕様書3.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　・　

シーリング材の接着性試験

といその他の材種 (3.8.2、3)

※簡易接着性試験　・引張接着性試験

種　　　別 材　　種 張掛け幅

・ろく屋根用（ ・縦型 ・横型 ）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

・100mm以上 ・50mm以上

・100mm以上 ・50mm以上

・100mm以上 ・50mm以上

(表3.8.1)

とい受金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔

※標準仕様書 表3.8.2により溶融亜鉛メッキを行ったもの　・　

多雪地域の軒どい取付間隔　・適用する

ド放散量

※規制対象外　・

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示　・

鋼管製といの防露巻き ※改修標準仕様書 表3.8.4による　・

ルーフドレンの材種その他

外部建具廻り

サイディングショイント

変成シリコン系（ＭＳ－２）

変成シリコン系（ＭＳ－２）

プールサイドシート廻り 変成シリコン系（ＭＳ－２）

4 シーリング

5 とい

[13.2.2、3][表13.2.1～3]

・横葺　　・　
・蟻掛葺
・立平葺
・心木なし瓦棒葺

・

　の屋根用コイル

※JIS G 3322の

屋根葺形式
(mm)

厚さ

付着量等の種類及び記号

塗膜の耐久性、めっき

の種類

板及びコイル
施工箇所

下葺材料　　・アスファルトルーフィング 940　

・改質アスファルトルーフィング下葺材
・一般タイプ　　・複層材タイプ　　・粘着層付タイプﾟ）

工法　建築基準法に基づき定まる（・1　・1.15　・1.3）の風圧力に対応した工法
雪止め　　　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　　　　　　　）

　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　・ルーフドレン　・鋼板製　

6 長尺金属板葺

外

壁

改

修（

共

通

事
項

（

1 可とう性

エポキシ樹脂

2 パテ状

エポキシ樹脂

モルタル

3 エポキシ樹脂

(4.2.2)

(4.2.2)

(4.2.2)

（品質、試験方法）
建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂（JIS A 6024）による

（品質、試験方法）

建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂（JIS A 6024）による

（品質、試験方法）

建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂（JIS A 6024）による

(4.2.2)（品質、試験方法）
建築用シーリング材（JIS A 5758）による

セメント

モルタル おける「評価の内容」による

（品質・性能）

4 シーリング材

5 ポリマー (4.2.2)

セメント

スラリー

(4.2.2)

（品質・性能）

おける「評価の内容」による

(4.2.2)

（品質・試験方法）6 ポリマー

7 既調合モルタル

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築協会）に

　試験方法・品質基準（独立行政法人　都市再生機構）による

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築協会）に

４

（

修

改

壁

外

げ

上

仕

し
放

打

ト

｜

リ

ク

ン

コ

（修

改

壁
外

1 ひび割れ部改修

工法

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.2)

(4.3.4)

エポキシ樹脂 ※低粘度形（0.5mm未満）　※中粘度形（0.5mm以上）

注入状況の確認方法　※目視により充填状況を確認する　・　

・可とう性エポキシ樹脂

・シーリング材

・Ｕカットシール材充填工法

充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　
シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填　・行う　・行わない

・パテ状エポキシ樹脂　・可とう性エポキシ樹脂
・シール工法

・充填工法

・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

・

2 欠損部改修工法

(4.3.5)

(4.3.6)

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.3)
(4.3.7)

1 ひび割れ部改修

工法
外

壁

改
修（

モ

ル

タ

ル

塗

り

仕

上

外
壁

げ

改

修

（

・樹脂注入工法

200～300

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

50～100

100～200

150～250

・
・

・ 40　・　　

・ 70　・　　

0.2以上～1.0以下

種　　　類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

・130　・　　

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

・120

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.2)

(4.4.5)

・可とう性エポキシ樹脂

・シーリング材

・Ｕカットシール材充填工法

充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填　・行う　・行わない

・パテ状エポキシ樹脂　・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

(4.4.6)

(4.4.7)

2 欠損部改修工法
・充填工法

・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法
・現場調合材料　・既調合材料

仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示　

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.3)

エポキシ樹脂 ※低粘度形（0.5mm未満）　※中粘度形（0.5mm以上）

注入状況の確認方法　※目視により充填状況を確認する　・　

(4.4.8)

(4.4.9)(表4.4.1、2)

4-1

4-2

樹脂注入工法
※ 自動式低圧エポキシ

・　

・

注入工法
・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法
・ 手動式エポキシ樹脂

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（ml/m）

0.2以上～1.0 以下

0.2以上～0.3 未満

0.3以上～0.5 未満

0.5以上～1.0 以下

※ 200～300

・ 樹脂注入工法

・ 50～ 100　

・ 100～ 200　

・ 150～ 250　

・ 40　・　

・ 70　・　

・130 ・　

・120　・　

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

※規制対象外　・

(4.1.5)(4.2.2)(4.6.5)3 仕上塗材仕上げ

※下地調整塗材　・ポリマーセメントモルタル

(4.6.3、4)2 下地調整塗材

　び下地調整

　去、下地処理及

1 既存塗膜等の除

）
（

4-4

修

壁

外

改

げ

上

仕

り

塗塗

修

改

壁
外

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＲＳ

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

　仕上塗材

・複層仕上

　塗材

・可とう形

改修用

　仕上塗材

・外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・厚付け

　仕上塗材

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・薄付け

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

種　類 呼び名
防火

仕上げの形状及び工法等

・

・

・

・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・

・

材料

(表4.2.4～6)

・砂壁状　・さざ波状　・平たん状

・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

・凹凸状（・吹付け・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け ・こて塗り）

吸放湿性　・適用する

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起こし　・掻き落とし

吸放湿性　・適用する

上塗材　・適用する　・適用しない

耐候性　※耐候形３種　・　　

上塗材

　 溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

　 樹脂　※アクリル系　・　

　 外観　※つやあり　・つやなし

　 　　　・メタリック

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状

　　　　・メタリック

　 外観　※つやあり　・つやなし

　 樹脂　※アクリル系　・　

　 溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

上塗材

耐候性　※耐候形３種　・　

新規仕上塗材の種類

4 マスチック塗材

　塗り
種別　・Ａ種　・Ｂ種 (4.1.5)(4.7.2)(表4.7.1)

(表4.6.2～5)

・サンダー工法 ※ひび割れ部改修工法※既存仕上げ面全体　・図示

工　法 処　理　範　囲 下地面の補修

(4.6.3)

　（デッキブラシ併用） 　工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

・図示

・高圧水洗工法

※欠損部改修工法

※浮き部改修工法※既存仕上げ面全体　・図示

※既存仕上げ面全体　・図示・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法(15MPa程度)

　（30MPa程度以上）

(4.4.8)

3 浮き部改修工法

一般部 指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

・充填工法

・モルタル塗替え工法

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

工法の種類

アンカーピンの本数

(本/m2)

注入口の箇所数

(箇所/m2)

注入量

(mL/箇所)

・

※20※12

・

・

・

・

・

・

※25

※20

※20

※16

※16

※16

※25

※25

・　

※50

※25

※25

※50

・　

・　

・　

・　

－－

※12 ※20

・　

・　

・　

－－

※ 9 ※16

※16※ 9

・　

・　 ・　

・　・　

※16

※13

・　

※13

※ 9

※ 9

・　

・　

・　

・　

・　

－

－ －

－

－

－

－

－

－

－

※注入口付アンカーピンニング ※16

狭幅部のアンカーピン及び注入口は幅中央に各々５本／ｍとする

※アンカーピンニング試験方法

(4.1.4)(4.2.2)(4.4.4)

(4.4.4、10～15)

アンカーピンの材質

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

・　

注入口付アンカーピンの材質

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

・　

充填工法 　

・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法

・現場調合材料　・既調合材料

仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示　

(4.4.9)(表4.4.1、2)

引張強度：1.2N／mm2以上とする

引張試験：１箇所／浮き部100㎡かつ４面行うこと

ガルバリウム鋼板 0.4

42 その他 　ディーゼルエンジン車両の適正燃料の使用について

２）ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には協力する

　　１）ディーゼルエンジンを動力とする車両には、JIS規格の軽油を使用すること。

こと。

縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

Ｎ .Ｓ .

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-02号

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 （ ２ ）



6 合成樹脂塗床

※ＲＢ種 ・RC

・

章 項目 特記事項項目 特記事項項目 特記事項章 章 項目 特記事項章

５

建
具

改

修

工

事

1 改修工法 (5.1.3)
建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

－

・

・

・

・

・

・

・

・
・・

・

・樹脂製建具

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・外部

・内部

・アルミニウム製建具 ※建具表による　・　

※建具表による　・　

※建具表による　・　

※建具表による　・　

※建具表による　・　

※建具表による　・　

新規に建具を設ける場合

新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・

　壁部分の開口の開け方　※図示　・ 　

4 防犯建物部品 (5.1.7)

2 防火戸 (5.1.4)

3 見本の製作等 (5.1.5)建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　　　　　

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　

・納まり等がわかる程度のもの

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

　※連動させる（ ※建具表による　・　　　　　　）・連動させしない

※指定する　適用箇所（ ※建具表による　・　　　　）・指定しない

5 アルミニウム

・適用する　　適用箇所（※建具表による　・　　　　　　　）

　製建具

(5.2.2～5)(表5.2.1、2)

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書３章　防水改修工事による

6 網戸等

外部に面する窓の建具（枠見込み70mmのみ）には、脱落防止装置付又は完全内は

ずし式とし、見本品（模型など）又は施工図を提出して監督員の承諾をうける。

種類 材種 線径 網目

・防鳥網

※ステンレス(SUS316)製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・合成樹脂製

ステンレス(SUS304)線材

※0.25mm以上

・

1.5mm

※16～18メッシュ

・

網目寸法15mm

(5.2.3)

　　　　　　　　　　着色　・ステンカラー　・ブロンズ　・ブラック系　・　

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（ ・　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（ ・　　　　）
　耐震ドドア　　　　　　　面内変形追随性の等級（ ・ 　 ）

表面処理

　　　　　　　　　　着色　・ステンカラー　・ブロンズ　・ブラック系　・　

ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　・　

結露水の処理方法　※図示　・

水切り板、ぜん板　※図示　・

外部に面する建具　※ＢＢ－１種　・ＢＢ－２種　・　 　

屋内の建具　　　　※ＢＣ－１種　・ＢＣ－２種　・

Ｇ

　　・Ｂ種（建具符号：※建具表による　・　　　　　　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：※建具表による　・　　　　　　　　　）

　枠の見込み寸法　※建具表による　・　

　　・Ａ種（建具符号：※建具表による　・　　　　　　　　　）

外部に面する建具の種別

性能値等

金物の種類及び見え掛り部の材質等

　※改修標準仕様書 表5.7.1により適用は建具表による　・　

金属製建具用丁番の枚数及び大きさ
※改修標準仕様書 表5.7.2による　・建具表による

樹脂製建具丁番の枚数及び大きさ

※改修標準仕様書 表5.7.3による　・建具表による

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

(5.7.2、3)

・錠前類 【シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠】

　※建具表による　・

・錠前類 【レバーハンドル】

　　試験方法　JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による

・クローザ類

　　試験方法　JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による

　　　　　　　協会）における「評価の内容」による

　　性能　　　JIS A 1541-2（建築金物－錠－第２部：実用性能項目に対するグレ

　　　　　　　ード及び表示方法）による

　　性能　　　JIS A 1541-2（建築金物－錠－第２部：実用性能項目に対するグレ

　　　　　　　ード及び表示方法）による

　　　　　　　　ジ、ドアクローザ及びヒンジクローザ）による

　　試験方法　　JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法－第３部：フロアヒン

　　品質　　　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築

　　品質・性能　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建
　　　　　　　　築協会）における「評価の内容」による

(5.7.4)

その他の鍵の製作本数　※各室３本１組　・　

鍵箱　・無　・有

　　　鋼製　・10　・20　・30　・60　・120　・200本用

マスターキー　・製作する　※製作しない　・既存のマスターキーに合わせる

7 建具用金物

8 鍵

　 シャッター

(5.11.2～5)(表5.11.1、2)

開閉方式の種類　　※手動式　　・上部電動式（手動併用）

耐風圧強度（　　　　）N/m2

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　・図示　・　

スラットの材質 の種類

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量（※Z06又はF06　　・　　　　　） 　

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量（※AZ90　　・　　　　　）

スラットの形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

9 軽量

６

内
装

改

修

工

事

1 改修範囲

　※既存のまま　・図示

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲
　※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

既存天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

(6.1.3～5)

　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（※図示の範囲　・除去範囲全て）

(6.2.2)

ビニル床シート等の除去　※仕上材のみ（接着剤とも）

合成樹脂塗床材の除去工法　・機械的除去工法　・目荒し工法

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタ

ル及びエポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲　※図示　・　

2 既存床の撤去
及び下地補修

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

ホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着材の種別

　・図示　・　

(6.5.3、4)(6.8.2)(6.9.3)(6.11.4、5)3 接着剤

　 シートＧ

(6.8.2、3)(表6.8.1)

　　

種類の記号 色　柄 厚さ(mm)

※ 2.0

・　　

※ＦＳ

・

・　

・マーブル柄

・無地

・柄物

目地処理する場合の工法　　※熱溶接工法　・　 　

・帯電防止床シート

　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　性能（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ（　　　　）mm

・帯電防止床タイル

　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　性能（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　寸法（　　　　　　×　　　　　　　）mm　　厚さ（　　　）mm

・視覚障害者用床タイル

　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による

(6.8.2～4)(表6.8.1)

　　形状（　　　　　　　　　　　　　　　）

・耐動荷重性床シート

　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ（　　　　）mm

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　寸法（　　　　　　×　　　　　　　）mm　　厚さ（　　　）mm

4 ビニル床

5 特殊機能床

　　種類（複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS 遮熱・赤外線反射ﾀｲﾌﾟ・衝撃吸収ﾀｲﾌﾟ　）

　　厚さ（　5.0　）mm

・防滑

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・薄膜型塗床材

　弾性ウレタン樹脂系塗床

・厚膜型塗床材

　エポキシ樹脂系塗床

・薄膜流し展べ工法

・厚膜流し展べ工法

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ　

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ

※防滑仕上げ ・つや消し仕上げ

(6.10.2～4)(表6.10.1～8)

(6.15.2～6)(表6.15.1～3)

モルタル　・現場調合材料

　　　　　　（セメントは改修特記仕様書８－２　コンクリート工事による）

　　　　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）

　　　　　　・設けない

床の目地

　・設ける

　　　目地割り　　※２m2程度（最大目地間隔３m程度　　・　　　　　 ）

　　　種類　　※押し目地　　・　　　　　　　　　 ）

　・設けない

・防水剤

施 無

有 有 無無

標

準

特

注

施工箇所

形状

寸法

(mm)

再生

材料

の適

用　Ｇ□
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

類類類

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり
役物 色

耐凍

害性

耐

滑

り

性

備

う う

ゆゆ
考

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(6.16.2～4)(表6.16.1～6)

伸縮調整目地の位置　床タイル（ ※縦、横とも４m以内ごと　・図示 ）

　　　　　　　　　　床タイル以外（　・図示　・　　　 　　　　　）
伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第３章による

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り　

　タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

　おける「評価の内容」による

　（品質・性能、試験方法）

　　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築協会）に

トイレ 50角

・既製調合モルタル

細骨材、混和材等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能、試験方法）

おける「評価の内容」による

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築協会）に

・既製調合目地材

（品質・性能、試験方法）

おける「評価の内容」による

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築協会）に

形状 再生 吸水率に うわ 耐凍 耐
役物 色

寸法 材料 よる区分 ぐすり 害性 滑 備

施工箇所 (mm) の適 Ⅰ Ⅱ Ⅲ り施 無 標 特
考

Ｇ用　 類 類 類 ゆ ゆ 性有 無 準 注 有 無□
う う

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・有機系接着剤による質タイル（セラミックタイル）張り

　タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

内装タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　・

レベリング材 種類及び品質　・せっこう系　・セメント系

標準塗厚(mm)　・

(6.17.2～5)(表6.17.1)

塗り

7 モルタル塗り

8 タイル張り

9 セルフ

装

改

修

工

事

塗

７
1 材料

2 下地調整

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

　※規制対象外　・ 　

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　 ・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　　）

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※塗替え面積の30％　・図示　・

既存さび止め塗料の鉛含有調査

　・行う（　　　箇所）　・行わない

下地調整

(7.2.1～7)

(7.1.3)

塗替え 新規
下地面の種類

下地調整の種別 ひび割れ部

の補修

－

－

－

－

－

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

※ＲＢ種 ・

※ＲＢ種 ・

※ＲＢ種 ・

※ＲＢ種 ・

※ＲＢ種 ・

・ＲＡ種

・ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＢ種

・ＲＣ種

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

モルタル、プラスター面

ＡＬＣパネル面

押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ)

せっこうボード面及び

その他ボード面

亜鉛めっき面（鋼製建具等）

コンクリート面(ＤＰ以外)、

(表7.2.1～7)

塗替え

塗　装　面

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｇ以外

ＥＰ－Ｇ以外

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

新規鋼製建具等

塗替え

新規鋼製建具等

塗料の種別 工程の種別

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ａ種 ・Ｂ種

※Ａ種 ・Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

鉄鋼面

亜鉛めっき

鋼面

錆止め塗料塗りの種別
(7.3.2、3)(表7.3.1～7.3.4)

3 錆止め塗料

塗り

4 塗装

・Ａ種 ・Ｂ種

塗替え 新規

工 程
塗装面塗装の種類

・合成樹脂調合

　ペイント塗り

(SOP)

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外)

塗料の種類

※１種 ・２種

・クリヤラッカー塗り(CL)

・フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

・つや有合成樹脂

エマルション

ペイント(EP-G)

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・耐候性塗料塗り

　(DP) 亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び押出成形

セメント板面

コンクリート面等

・オイルステイン塗り(OS)

・木材保護塗料塗り(WP)

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ａ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ａ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

・Ａ種 ・Ｂ種

※Ａ種 ・　　

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

※Ｂ種 ・Ａ種

－－

－ －

　Ａ種

Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

(7.4.2～7.14.2)(表7.2.1～7.14.1)

　※改修標準仕様書 表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書　表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする
　・　

ター面、せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラス

工 程
塗料その他 塗付け量

（kg/m2)規格番号 規格名称 種類 等級

塗料塗り JIS K 5675 屋根用高

日射反射

率塗料

２種

・２級

・３級

・１級 塗料製造所の仕様による

・高日射反射率塗料塗り

下地調整（改修標準仕様書 表7.2.2）　・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

Ｇ

鉄鋼面 上塗り等級 (1)級

上塗り等級 (1） 級

・ Ｂ種

・ Ｂ種

※Ｂ種 ・ Ｃ種　

６

内
装

改

修

工

事

・ 3.0

※ＲＢ種 ・RC

※Ｂ種 ・Ａ種

※Ｂ種 ・Ａ種

縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

Ｎ .Ｓ .

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-03号

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 （ ３ ）



※混和剤　　

の種別

型枠(せき板)

設計基準強度

普通ｺﾝｸﾘｰﾄの

混和材料の

種別

砂利の種類

砕石及び

ｾﾒﾝﾄの種類

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄの類別

コンクリート工事

鉄筋工事

Φ6×100×100溶接金網

捨てコン18 ２FC = N ／ｍｍ

土間・基礎・均しコンクリート２

施　工　箇　所

有※塗装の有無

設計基準強度

FC = 21+3 N

・　ＪＩＳＡ５３０８

ただし、無筋コンクリ－トに用いる場合を除く。

普通ポルトランドセメントの品質は、JISR5210に示された規定によるもの。

　高炉セメントＢ種

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

・　　類※　　類

Ｄ１０・Ｄ１３

呼び名（ｍｍ）

・ ＳＤ２９５Ａ

種類の記号

2.

1. 鉄筋の種類

6.

5.

4.

3.

2.

1.

／ｍｍ

他
の
そ

１３

章 項目 特記事項項目 特記事項項目 特記事項章 章 項目 特記事項章

ユ
二

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

８

形状

ドアエッジ

・メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

表面材の材料

・標準 ・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

脚　部

形　状 材　　質

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　

[20.2.4]

材種　　・ステンレス製　・黄銅製押出型材　・アルミニウム製押出型材

滑り止め材　形状　　・ひも型　・タイヤ型

　　　　　　材質　　・ゴム又は合成樹脂　・　

取付け工法　　※接着工法　　・埋め込み工法　

材　　種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所

・集成材

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・クリアラッカー ・

・ＨＬ　・　

・

・ＳＯＰ ・ＤＰ

・35 ・45 ・

・ビニル製ハンドレール

[20.2.6]

おける「評価の内容」による

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築協会）に

（品質・性能及び試験方法）

・幅木タイプ

・アジャスター ※Ｒ

・アルミ押出型材 ・光触触媒入合成樹脂 ・35

幅( ４０ )mm　　端部フラットエンド（ ・ あり　 ・ なし）

1 トイレブース

2 階段滑り止め

3 手すり

材　種 寸　法 備　考形　式

・ステンレス製

・アルミニウム製

・鋼製

・450×450

・600×600

・　　　　

・一般形

・密閉形

・屋内外用

・屋内用　

・鍵付き

密閉型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする

おける「評価の内容」による

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人　公共建築協会）に

（品質・性能及び試験方法）

4 床点検口

(9.1.1、3～5)

環
境
配
慮
改
修
工
事

１２
1 石綿含有建材の
　除去工事

5 チェーンゲート

6 門扉

縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

Ｎ .Ｓ .

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

全幅：3,587、H:1,400　四国化成スタッキング引戸２型同等品

31　 枚 の 内 　 A-04号

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止

※密封処理　※湿潤化　・セメント固化

・セメント固化　除去したアスベスト含有塗材の溶融固化

※埋立処分（管理型最終処分場）

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

石綿含有建材の処理 　
・石綿含有吹付け材の除去 　
　　除去対象範囲　・図示　・ 　　
　　除去工法　※9.1.3（2）(ｱ)による　・　

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置
　　※湿潤化　・固形化　
　除去した石綿含有吹付け材等の処分
　　・埋立処分（管理型最終処分場）
　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有保温材等の除去 　　　
　除去対象範囲　・図示　・

　　除去工法　・破砕して除去　・手ばらし
　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止
　　　※湿潤化　・固形化　
　　除去した石綿含有保温材等の処分
　　　・埋立処分（管理型最終処分場）
　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有成型板の除去 　　　
　 除去対象範囲　・図示　・　

　　除去した石綿含有成形板の処分 　
　　・石綿含有せっこうボード 　　　　
　　 ※埋立処分（管理型最終処分場）
　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板 　　　　　
　 ・埋立処分（安定型最終処分場）
　 ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 　　

・アスベスト含有塗材の除去

除去対象範囲　※図示

除去工法　※（9.1.3）(b) (1)による　・　

　測定方法
・自動測定器による測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

240

12010

1047

47

30525

・　　　

・

・

・

・測定５

・測定４

メンブレンフィルタ
測定名称

直径(mm)
試料の吸引時間

(min)(L/min)
試料の吸引流量

　測定方法

・測定４

測定名称

ター)等の粉じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウン

ター、繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニ

・石綿粉じん濃度測定
　測定時期、場所及び測定点

　１週間以降）

（シート撤去後

（シート養生中）

集じん・排気装置の

セキュリティーゾーン入口

計　　点

１m/s以下の位置

出口吹出し風速

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点
計　　点

調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

　・敷地境界

　・施工区画周辺
処理作業室外

（処理作業室外の場合）

排出口

処理作業室内

調査対象室外部の付近
処理作業室内

処理作業後　

処理作業後

処理作業中

処理作業前

測定９

測定８

測定７

測定６

測定５

測定４

測定３

測定２
測定１

・

・

・

・

・

・

・

・
・

測定箇所数

（各施工箇所ごと）
測定場所測定時期測定名称適用

7. 働き方改革 国土交通省指導に基づく働き方改革に準じること

週休２日制8.
工事の実施

本工事は、完全週休２日を原則とした週休２日制工事（現場閉所）です。

詳細は「高山市発注の建設工事に係る週休２日制工事実施要領」を参照して
ください。

※石綿含有建材の事前調査

　　吹付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する
　　　調査範囲（・　　　　　　・図示　　　　　　　） 　
　　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・分析による石綿含有建材の調査
　　分析対象

　　クロシドライト、トレモライト
　分析方法

JIS A 1481-4

JIS A 1481-3 または　

JIS A 1481-2

JIS A 1481-1 または　材　料　名

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・箇所数(　　　　　　）

・定性分析方法 ・定量分析方法

機械室壁 1箇所

　サンプル数　１箇所あたり３サンプル
　採取箇所　・図示　・　協議による

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している

　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、

・詳細設計時における石綿含有建材の調査結果は、以下の通り。

更衣室外部

外壁

軒天

天井

外壁

位 置

1

2

番号

3

4

更衣室外部

天井

検出結果

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

プール外部

5

6

7

8

9

10

女子便所

更衣室前通路

男子便所

男子便所

手洗い場

プールサイド

プール

床

床

壁

床

槽内

セメント板

塗装

建材名

ケイカル板

塗床

塗床

プラスターボード

下地調整剤、吹付タイル

下地調整剤、リシン吹付

塗床、シート防水

塗床、シート防水

部位

検出　Chr

検出　Chr

設計時調査

施工調査

既設図面、アスベスト調査報告書

下表の通り

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 （ ４ ）



新設西舎(南)

新設西舎(北) 新設東舎

既設体育館

既設南舎

原設計図
【Ａ２】
Ａ２→Ａ３

（70.7%縮小）

松
之
木
町

日
の
出
町

三
福
寺
町

松
之
木
町

東山中学校

大八賀川　　

大八賀川　　

松之木中松之木西

国
道
15
8号

線

工事場所
東小学校

　案内図　

(既設貯水槽)

グラウンド

縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

1/100

案 内 図 、 配 置 図

L型擁壁

現況プール

付属建物

今回工事部分

配置図　1/500
N

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-05号

工事車両の出入口について
・ 工事車両の出入口は、生徒の登下校時間、授業、行事などにより
　 出入口①・ 出入口②のいずれかを日時ごとに指定して利用する。

工事車両

出入口①

工事車両
出入口②



縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

既設体育館

現況プール

0

5
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25

30

35

40

45

50

55

0°

10°

20°

30°

40°

50°

60°

70°

5 10 15 20 25 30 350

10

作 業 半 径 (ｍ)

脚立足場

ﾀﾞﾝﾌﾟ

今回工事部分

仮囲い（成形鋼板 H=2ｍ）

バリケード（Ａ型バリケード等）

ゲート（クロスゲート W6000）

外部足場（くさび緊結足場 W600・ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り）

鉄板敷（t=22）

付属建物

バリケード

車両進入ライン

ｹﾞｰﾄ

仮囲い

仮
囲

い

３５ｔラフター

R3
0,
00
0

バ
リ

ケ
ー

ド

工事車両

出入口①

　 出入口①・ 出入口②のいずれかを日時ごとに指定して利用する。

・ 工事車両の出入口は、 生徒の登下校時間、 授業、 行事などにより

工事車両の出入口について

仮 設 図

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

1/300 3 1　 枚 の 内 　 A-06号

仮設図　1/300

地

上

揚

程

(m)



縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

【 付 属 建 物 内 部 仕 上 表 】

【　外　部　仕　上　表　】

天　　　井 備　　　考項　　目室　　　名

更 衣 室

１～４

男子トイレ

改修前

改修後

改修前

改修後

下地調整、防滑性ＬＶＳｔ2.9

下地調整、エポキシ系塗床薄膜防滑仕上げ

床

ケイカル板ｔ6.0、ＥＰ塗装

ケイカル板ｔ6.0、ＥＰ塗装

機械室

女子トイレ

改修前

改修前

改修後 下地調整、エポキシ系塗床薄膜防滑仕上げ ケイカル板ｔ6.0、ＥＰ塗装

[既存のまま]固定ロッカー、間仕切りパーテーション

[撤去]トイレブース、[撤去]便器

[撤去]トイレブース、[撤去]便器

[撤去]配管部土間、機械基礎

屋　　　根

外　　　壁

巾　　　木

棟　名 部　位

プ　ー　ル

プールサイド

トイレ前通路

プ　ー　ル

長尺カラー鋼板瓦棒葺き

改 修 前

更　衣　室

便　　　所

機　械　室

下地モルタル刷毛引き、ＡＲ吹付

底面・壁面：RC造躯体、モルタル塗り、[撤去]プールシート防水ｔ1.5

擁　　　壁

そ　の　他

ＲＣ造

南・東面：目隠しフェンス

[撤去]ケイカル板（アスベスト含有）、ＥＰ塗装

ＦＲＰユニットプール 新設

壁：補修、防水形複層塗材ＲＥ（高圧水洗、下地処理共）

　　改　　修　　後 備　　　考

耐 火 ・ 準 耐 火 ・ 防 火 ・ 不 燃 ・ 準 不 燃 認 定 番 号

屋根GL鋼板

GB-R

化粧PB(吸音)

ｹｲｶﾙ板

化粧PB(T)

化粧PB

硬質PB

防火構造：建設省告示1365号 不燃認定：NM-8697

各厚共通：不燃　 NM-9029

9.5mm：不燃 NM-0879

9.5mm：準不燃 QM-0524

9.5mm：準不燃 QM-9824

各厚共通：不燃　 NM-9645

15.0mm：不燃 NM-8612

12.5mm：不燃 NM-8619

9.5mm：準不燃 QM-9828

塗 　 装 　 仕 　 様

SOP

EP

OS

CL

PW

AR

EP-G

合成樹脂エマルジョンペイント

つや有合成樹脂エマルジョンペイント

油性ステイン（ステイン1回)

クリアラッカー塗り

ポリウレタン塗装

アクリルリシン吹付

合成樹脂調合ペイント(木部、鉄部B種亜鉛ﾒｯｷ面　各2面)

制 　 限 　 等

・内装材（下地材、接着剤含む）及び天井裏等、断熱材、家具、

・防蟻防腐処理を行う場合はクロルピリホスを含まない事

　　（第四種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料（Ｆ☆☆☆☆））

　建具は全て、有害物質を含まない製品を使用する。

仕 上 表

Ｎ .Ｓ .

通　　　路

シャワー・足洗い

消　毒　槽

壁：防水形複層塗材ＲＥ（高圧水洗、下地処理共）
通　　　路

シャワーユニット

　-

　-

　-

　-

　-

[撤去]石綿セメント板（アスベスト含有）、ＥＰ塗装

[撤去]石綿セメント板（アスベスト含有）、ＥＰ塗装

[撤去]石綿セメント板（アスベスト含有）、ＥＰ塗装

内　　　壁

下地調整、ＥＰ－Ｇ塗替え、[既存のまま]タイル

下地調整、ＥＰ－Ｇ塗替え、[既存のまま]タイル

小便器部腰壁：ⅠRVｔ9、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下地、化粧ケイカル板張りｔ3.0

巾　木

[撤去]石綿セメント板（アスベスト含有）、ＥＰ塗装

改修後 機械基礎

　-

　-

　-

フ ェ ン ス

床：下地調整、プールサイド用防滑性ビニル床シート（遮熱タイプ）ｔ2.9　一部モルタル金コテ仕上

南・東面：[既存のまま]

軒 天 ケイカル板ｔ6.0（うち1/3程度有孔板）、ＥＰ塗装

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-07号

床：モルタル下地、無機高分子塗装

壁：コンクリート打放壁

西面：[撤去]ネットフェンス1500H

南・西面：モルタル下地、[撤去]無機高分子塗装 　　北・東面：モルタル金ゴテ仕上げ

土間コンクリート、一部表面斫り

プールサイド用防滑性ビニル床シート（衝撃吸収・遮熱タイプ）ｔ5.0

土間新設部：コンクリート金コテ、一部モルタル補修下地

シャワーユニット新設

高圧水洗 下地処理、ＳＯＰ塗装（樋含む）　破風：下地処理、ＳＯＰ塗装

西面：ネットフェンス1500Ｈ

モルタル下地、無機高分子塗装

モルタル下地、[除去] 無機高分子塗装

モルタル下地、[除去] 無機高分子塗装

コンクリート塗

下地調整、ＥＰ-Ｇ塗装、間仕切り部：合板張りＥＰ－Ｇ塗装

下地調整、間仕切り部：合板張り

[除去]モルタル下地、洗面器部腰壁：100角磁器タイル張り

[除去]モルタル下地、洗面器部腰壁：100角磁器タイル張り

西面：モルタル塗り、プラスター塗

ケイカル板ｔ6.0、ＥＰ塗装ケイカル板ｔ6.0、ＥＰ塗装

トイレブース

面台:アルミ製

トイレブース、面台：アルミ製

更衣室１：L型手すり

南北東面：[撤去]石綿パーライト板ｔ10、ＥＰ塗装

南・西面：モルタル金ゴテ　北・東面：[既存のまま]

[既存のまま]

そ の 他
[既設品使用]監視台

[撤去]ゴムチップウレタン複合トップコートノンスリップ ｔ10　 [撤去]手洗台　１ヵ所　
[撤去、移設]鋼製パイプ製日よけ　１ヵ所

[新設]ＦＲＰ洗眼ユニット２台　

[撤去]　床：モルタル下地溶剤型エポキシ塗、コンクリート構造体　、シャワー配管

[撤去]　床：モルタル下地溶剤型エポキシ塗、コンクリート構造体

出 入 口 [撤去]鉄製門扉、[撤去]下駄箱コンクリート基礎

[撤去]手洗台　１ヵ所

配管改修部土間一部撤去の上、土間新設
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腰洗い槽

シャワー

足洗い場

コース幅1.8m　8コース

高学年用

既設プール(RC製)

集水桝500x500

集水桝500x500
集水桝500x500

撤去
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撤去

日よけ

1,800
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ろ過機

集水桝500x500撤去

鉄製門扉　撤去

撤去

撤去

撤去

※　32,600土アスファルト舗装
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図 　 名

工 事 名
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高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者

既 設 平 面 図

一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

1/1 00

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-08号

平面図　1/100

【既設】

：土間コンクリート撤去範囲

：駆体コンクリート撤去範囲

：表層斫り範囲ｔ30

+60

+60

+970

+60

±0

+910

+940

+930

目隠しフェンス　H1500　

-20

±0

+990

※　西側擁壁：ﾓﾙﾀﾙ笠木、ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500撤去
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時計、スピーカー
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高学年用
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プールサイド

土アスファルト舗装
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±0
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入口

点検口
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駐車場 畑
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カートリッジ式ろ過機
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※：西面RC壁　32,600

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500新設
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樹木（2000H）一時移設

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-09号

[既存のまま]

目隠しフェンス

[既存のまま]

目隠しフェンス

【改修】

平面図　1/100

※：　ひび割れ部改修　L=10m程度

シャワーユニット

洗眼ユニット
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高圧水洗、下地処理、防水形複層塗材RE
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B － B’断面図

C － C’断面図
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E － E’断面図

F － F’断面図
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31　 枚 の 内 　 A-10号
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： 躯 体 解 体 部 分

： 掘 削 部 分
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改 修 断 面 図
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令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-11号

A － A’断面図

B － B’断面図

C － C’断面図

D － D’断面図

E － E’断面図

F － F’断面図
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高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月
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既 設 WL
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設 計 GL
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既 設 プ ー ル 底

既 設 プ ー ル 底

設 計 GL

25,000

既 設 躯 体 全 長

24,780

既 設 躯 体 全 長

A-A断面詳細図

【既存】

B1-B1断面詳細図

【既存】

B2-B2断面詳細図

【既存】
： 躯 体 解 体 部 分

： 掘 削 部 分

新 設 WL

既 設 WL

新 設 FRPプ ー ル

(プ ー ル 工 事 )

既 設 WL
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(プ ー ル 工 事 )
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D13＠200

新 設 プ ー ル 全 長

24,950 新設プール全長　24,950

【改修】

A-A断面詳細図

B1-B1断面詳細図

【改修】

【改修】

B2-B2断面詳細図

差筋D10@200

プール固定金具詳細（矢視図）

(ＳＳ400 Ｚｎメッキ)
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ＦＲＰプール本体

ボルトナットＭ20

ホールインアンカーM12

固定金具

材工プール工事

： 新 設 駆 体

： サ ン ド ク ッ シ ョ ン 転 圧
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1
2
0

1
2
0

1
2
0

水 上 FL

水 上 FL 水 上 FL 水 上 FL

水上 FL水 上 FL

設 計 GL

既 設 プ ー ル 底

水 上 FL

3
5
0

4
6
5

基 準 FL

水 上 FL

9
5
0

2
0

基 準 FL

9
5
0

2
0

既設鉄筋に緊結

1
5
0
1
5

7
0
0

4
8
5

RC基礎新設金ｺﾃ仕上

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ20
ﾓﾙﾀﾙ詰ｔ80

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ20
ﾓﾙﾀﾙ詰ｔ80

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ20
ﾓﾙﾀﾙ詰ｔ80

8
5
5
0

3 1　 枚 の 内 　 A-12号

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
防滑性LVS ｔ5.0

： 掘 削 残 土 及び 砕 石 転 圧
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縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

1/20

コ ン ク リ ー ト 撤 去

既 設 WL

シート防水撤去

設 計 GL

既 設 WL 既 設 WL

設 計 GL

6,030 16,050

【既存】

C-C断面詳細図

既 設 プ ー ル 底

あと施工ｱﾝｶｰ
差筋D10@200

ﾀﾃﾖｺ共
D10＠200

新 設 WL

既 設 WL
新

設
水

深

6
0
0
～

（
6
5
0
）

設 計 GL

既 設 プ ー ル 底

D10＠200

ﾀﾃﾖｺ共
D13＠200

ﾀﾃﾖｺ共

既 設 WL

新 設 WL

（プ ー ル 工 事 ）

（ プ ー ル 工 事 ）

ﾀﾃﾖｺ共

D13＠200

設 計 GL

ﾀﾃﾖｺ共
D10＠200

あと施工ｱﾝｶｰ
差筋D10@200

設 計 GL

1
5

既 設 WL

新 設 WL

循 環 吐 出 金 具 50A
（ プ ー ル 工 事 ）

新 旧 プ ー ル 内 法 距 離 3,625

高学年プール巾　10,010

新設プール全巾　14,510

(深手)
(浅手) (段差部) (新設吐出配管部)

C-C断面詳細図

【改修】

シート防水撤去

シート防水撤去

シート防水撤去 シート防水撤去

シート防水撤去

： 躯 体 解 体 部 分

： 掘 削 部 分

： 新 設 駆 体

トップコート撤去

基 準 FL

ト ッ プ コ ー ト 撤 去

7
0
0

R C基 礎 新 設 金 ｺﾃ仕 上

ｸｯｼｮﾝ材 厚 30

水 抜 ﾊﾟｲﾌﾟφ 100半割

不 織 布 (砂 流 出 防 止 )付

段 差 ﾌｪﾝｽ

プ ー ル 断 面 詳 細 図 (2)

1
5
0

水 上 FL

水 上 FL

水 上 FL

水 上 FL

2
0

基 準 FL

9
5
0

9
5
0

2
0

基 準 FL

新 旧 プ ー ル 内 法 距 離 　 3,940

低学年プール巾　4,505

750

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ20
ﾓﾙﾀﾙ詰ｔ80

ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞRC打 設

750

3 1　 枚 の 内 　 A-13号

1
5
0

1
1
0

： サ ン ド ク ッ シ ョ ン 転 圧

： 掘 削 残 土 及 び 砕 石 転 圧
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縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

1/20

既 設 WL

コ ン ク リ ー ト 撤 去 飛 込 台 撤 去

モ ル タ ル 面 斫 り

ト ッ プ コ ー ト 撤 去

【既存】

D-D断面詳細図

既 設 プ ー ル 底

新設WL

既設WL

新設FRPプール(プール工事)

(プール工事)

設計GL 排水兼循環金具 125A

既設WL

躯体開口

既設プール底

あと施工ｱﾝｶｰ
差筋D10@200
モルタル調整

D13＠200

設計GL

砂流出防止CB

【改修】

E-E断面詳細図

600ｘ600

サンドクッション転圧

地下ピット

あと施工ｱﾝｶｰ

以降設備工事

ﾀﾃﾖｺ共

D13＠200

既設プール底

既 設 WL

新 設 WL

既 設 WL

新 設 WL

コ ー ピ ン グ カ バ ー
(プ ー ル 工 事 )

サ ン ド ク ッ シ ョ ン 転 圧

砕 石 転 圧

新 設 FRPプ ー ル

(プ ー ル 工 事 )

モ ル タ ル 調 整

既 設 撤 去 部 モ ル タ ル 補 修

サ ン ド ク ッ シ ョ ン 転 圧

砕 石 転 圧

RC躯 体 新 設

RC躯 体 新 設

RC基 礎 新 設 金 コ テ 仕 上

既 設 プ ー ル 底

コ ー ナ ― オ ー バ ー フ ロ ー 排 水 部

(既 設 躯 体 利 用 )

コ ー ナ ― オ ー バ ー フ ロ ー 排 水 部

(躯 体 新 設 )

F-F断面詳細図 G-G断面詳細図

【改修】 【改修】

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ　JF75-1.0

ﾀﾃﾖｺ共

D13＠200

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ　JF75-1.0

： 躯 体 解 体 部 分

： 掘 削 部 分

： 新 設 駆 体

： サ ン ド ク ッ シ ョ ン 転 圧

ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾃﾖｺ共
D10＠200

ﾀﾃﾖｺ共

ﾀﾃﾖｺ共

D13＠200

D13

D10＠200

ｺｰﾋﾟﾝｸﾞｶﾊﾞｰRC基礎新設金ｺﾃ仕上

新設WL

RC基礎新設金ｺﾃ仕上 ﾓﾙﾀﾙ充填の上防滑性LVS張り

充填用（充填深さ：16mm）屋内外用　密閉形（防水・防臭形）

1
5
0

600

ﾌﾛｱﾊｯﾁ（SUS製 600□）

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ　JF75-1.0

ﾎﾞﾙﾄ固定式（施錠ﾀｲﾌﾟ）

2
1
0

プ ー ル 断 面 詳 細 図 (3)

既設鉄筋に緊結

既設鉄筋に緊結

基 準 FL 基 準 FL

水上FL

水 上 FL 水 上 FL

水上FL

7
4
0

2
0

1
9
5

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ20
ﾓﾙﾀﾙ詰ｔ80

D10＠200

3 1　 枚 の 内 　 A-14号

水 上 FL

2
0

基 準 FL

9
5
0

3
5
0

設 計 GL

既 設 プ ー ル 底

150 1,050

1
5
0

1
2
0
5
0

150 1,350 150

1,650

1
2
0
5
0

1
5
0

150 225

捨てｺﾝ ｔ50

砕石 ｔ120

【改修】

D-D断面詳細図

地下ピット

【改修】

H-H断面詳細図

D13＠200

1
,
1
4
0

1
,
4
4
0

9
6
5

あと施工ｱﾝｶｰ
差筋D10@200

5
0

5
0
5

1
1
0

1
5
0

3
5
0

6
0

2
0
5

1
1
7 水上FL

9
5
0

2
0

3
2
0

1
,
6
2
0

3
0
0

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ

φ22×400×300

3
5
0

3
5
0

3
2
0差筋D10@100

： 掘 削 残 土 及 び 砕 石 転 圧
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3,000 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 1,200

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1
,
2
5
0

1
,
5
0
0

3
,
0
0
0

900

9
0
0

3
0
0

300

1,830 7004
,
0
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,
0
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,
9
1
0

3
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4
0
0

±0

+60

+10

+100

+100

女子便所 男子便所

UPUP

シャワー

+170

+1050

+970

+970

±0

+970

腰洗場

アルミ製面格子 撤去

ｘ2

アルミ製面格子 撤去アルミ製面格子 撤去 アルミ製面格子 撤去

側溝

手洗場 撤去

側溝

仕切り壁撤去

桝撤去

更衣室３ 更衣室２ 更衣室１

側溝

鉄製門扉 撤去

仕上げ塗材除去

手洗器(既設のまま)

RC腰壁、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 撤去

CB腰壁 撤去

更衣室４

通路

床：仕上げ塗材除去

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去 天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去

腰洗場

洗体シャワー配管撤去

CB腰壁 撤去

CB腰壁、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 撤去

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去
CB腰壁 撤去

手洗場 撤去

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去

洗体シャワー配管撤去

洗体シャワー配管撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ
ﾈｯﾄのみ撤去

▽設計GL
CB腰壁、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 撤去

-50-50

CB腰壁、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 撤去 洗眼場 撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

土間コンクリート撤去範囲

機械基礎

階段：

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去

CB腰壁、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ
撤去

土間撤去

RC腰壁：
下地補修(C-2)

A断面図

A

B

B断面図

C断面図

C

C

【既設】

【既設】

巾木：仕上げ塗材除去
巾木：仕上げ塗材除去

▽庇ﾗｲﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

△庇ﾗｲﾝ

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

アルミ製面格子 撤去アルミ製面格子 撤去

+60

床：ﾓﾙﾀﾙ仕上げ

西面壁：ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗(H:1,800以上)

機械室

ｘ2
手洗器(既設のまま)

トイレブース撤去

トイレブース撤去

足洗い場

床：無機高分子塗材除去 床：無機高分子塗材除去

床：無機高分子塗装 床：無機高分子塗装 床：無機高分子塗装 床：無機高分子塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ架台H200撤去

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

断面詳細図　1/50

平面詳細図　1/50

戸車ﾚｰﾙ

L-50x50x6撤去

400

1
5
0

1
,
3
5
0

1
,
0
5
0

2
1
5

A

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-15号

：土間解体撤去(衛生器具、配管を含む)

：撤去部分

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

南北東面壁：石綿ﾊﾟｰﾗｲﾄ板撤去

既 設 　 平 面 詳 細 図

RC腰壁

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

既設 撤去
B

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去 天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去



床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上
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1/50

女子便所

更衣室１更衣室２更衣室４

+10

+60

+210

TB

壁：EP-G塗替え

△庇ﾗｲﾝ

掃除具庫

2

TB
1

壁：EP-G塗替え 壁：EP-G塗替え

▽
庇

ﾗ
ｲ
ﾝ

壁：下地調整、EP-G塗替え
壁：EP-G塗替え

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

+10

壁：EP-G塗替え

天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

壁：EP-G塗替え

天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

壁：EP-G塗替え

天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

壁：EP-G塗替え

天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ

天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装 天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

男子便所

通路

更衣室３

+60

天
井

高
2
,6
5
0

天
井

高
2
,
4
00
0

新設

床：防滑性LVS ｔ2.9

土間新設

土間新設
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ120

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ120
床：防滑性LVS ｔ2.9床：防滑性LVS ｔ2.9床：防滑性LVS ｔ2.9床：防滑性LVS ｔ2.9

AD

AD AD
1 1 1

AD AD
1

AD AD
11

1
K

1
K

1
K

1
K

1
K

1
K

1

展開方向

１

２

３

４

【改修】

砂流出防止CB

腰壁：防水形複層塗材RE

（高圧水洗、下地処理共）

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ150
新設

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

排水桝新設

床：既設のまま

天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

西面壁：EP-G塗替え

南北東面壁：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

機械室

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ300

+60

D10@200ﾀﾃﾖｺ共
新設

床：防滑性LVS ｔ5.0

（高圧水洗、下地処理共）

D
D

E

地下ピット

床：ｴﾎﾟｷｼ系塗床 薄膜防滑仕上

床：防滑性LVS ｔ2.9

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ150

点検口

E

平面詳細図　1/50

±0

ｱﾙﾐ製門扉

▽庇ﾗｲﾝ

壁：下地調整、EP-G塗替え

床：ｴﾎﾟｷｼ系塗床 薄膜防滑仕上

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

循環口取出部
砂流出防止CB

600x600

循環口取出部

J

J断面図

地下ピット

3 1　 枚 の 内 　 A-16号

：土間新設

L型手すり

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地

RC腰壁

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

新設

RC基礎、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 新設

G

階段：

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

既設腰壁：防水形複層塗材RE

（高圧水洗、下地処理共）

RC基礎、手すり 新設 ｽﾛｰﾌﾟ1/12

RC基礎、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 新設

防滑性LVS ｔ2.5

既設腰壁：防水形複層塗材RE

RC腰壁

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

床：防滑性LVS ｔ2.9

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地

既設ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ1200H

新設既設 既設
F

F

ﾌﾟｰﾙ用樹脂ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

改 修 　 平 面 詳 細 図

600x600
プールセンターライン

△布基礎

：土間モルタル補修

▽既設プール内壁

集水桝新設、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋既設品使用

既設プール床

既設プール床
地下ピット

床：防滑性LVS ｔ5.0

I

+10

H

+970

+950

+920

+510

△布基礎

床：防滑性LVS ｔ2.9

シャワーユニット

洗眼ユニット 洗眼ユニット

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地
防水形複層塗材RE

腰壁：RC造 新設

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 新設

RC基礎、手すり 新設

SUS床見切り

単水栓
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図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

1/50

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-17号

改 修 　 断 面 詳 細 図 （ １ ）

鉄筋 D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ150 新設

ｱﾙﾐ製2段手すり

防滑性LVS ｔ2.9

鉄筋 D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共

砕石転圧

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ150 新設

防水形複層塗材RE

洗眼ユニット 洗眼ユニット シャワーユニット

防水形複層塗材RE

腰壁：RC造 新設

E断面図

F断面図

【改修】

断面詳細図　1/50

防滑性LVS ｔ2.9

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ

シャワーユニット

腰壁：RC造 新設

防水形複層塗材RE

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ150 新設
防滑性LVS ｔ2.9

鉄筋 D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共

砕石ｔ100

D断面図

床：防滑性LVS ｔ2.9

防滑性LVS ｔ2.9

腰壁：防水形複層塗材RE（高圧水洗、下地処理共）

手すり新設

RC基礎、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 新設

シャワーユニット

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ150 新設
鉄筋 D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共

既設ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

RC腰壁

新設既設

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地

既設ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500

RC基礎、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 新設

RC腰壁

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

新設 既設

防滑性LVS ｔ5.0

既設ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

新設既設

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ｱﾙﾐ製2段手すり

1
12

RC基礎、ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 新設

砕石 ｔ100

既設ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ

シャワーユニット

鉄筋 D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ150 新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ目地

砕石転圧

F断面図

防水ﾓﾙﾀﾙ

既設側溝

溝幅250、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ
ﾌﾟｰﾙ用樹脂ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

12
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0
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3
0

6
5
0

2
0
0

2,450 3,150 2,500 1,400 1,800 7,120

5
1
0

8
5
0

2,000

470 1,690 380

90 2,450

防水形複層塗材RE

腰壁：RC造 新設

10
0

1
,
1
0
0

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 新設

腰壁：RC造 新設

単水栓
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令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

1/30 3 1　 枚 の 内 　 A-18号

改 修 　 断 面 詳 細 図 （ ２ ）

【改修】

断面詳細図　1/30

150

250

6
0
0

9
5
0

差筋D10@200

防滑性LVS ｔ2.9
土間コンクリート ｔ120

プール用樹脂ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

防水ﾓﾙﾀﾙ

既設側溝

▽基準FL

あと施工ｱﾝｶｰ

防水形複層塗材RE

400

D10@200

あと施工ｱﾝｶｰ

差筋D10@200

▽設計GL

既設鉄筋に緊結

防水形複層塗材RE

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200 新設

I断面図

D10@200

砕石ｔ100

5
0

1
5
0
1
5
0

3
0
0

1
0
0

1
2
0

3
0
0

25050

9
5
0
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2,000

150150
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0

1,400

180

1
8
0
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8
0

1
0
0

1
5
0

3
0
0

5
0

4
5
0

1
5
0

400

9
5
0

400

防滑性LVS ｔ5.0

D10@200
砕石ｔ100

土間コンクリート ｔ150
防滑性LVS ｔ2.9

D10@200

砕石ｔ100

プール用樹脂ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
下地調整(C-1),RE吹付

D13@200

既設側溝

防水ﾓﾙﾀﾙ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200 新設

水勾配

水勾配
▽設計GL

▽基準FL

防滑性LVS ｔ2.5、段鼻部ｔ4.2

D13

D13

盛土

現場発生土
D10@200

腰壁：RC造 新設

防水形複層塗材RE

D10@200

防滑性LVS ｔ2.9

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ150 新設

鉄筋 D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共

防水形複層塗材RE

蹴込LVSｔ2.1

D13@200

防滑性LVS ｔ2.9

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ150 新設

鉄筋 D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共

差筋D10@200
あと施工ｱﾝｶｰ

防滑性LVS ｔ2.9
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

▽基準FL

▽設計GL

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200 新設

水勾配

砕石ｔ100
あと施工ｱﾝｶｰ

差筋D10@200

既設腰壁：下地調整(CM-2)、RE吹付

砕石 ｔ100
既設鉄筋に緊結

既設鉄筋に緊結

腰壁：RC造 新設

腰壁：RC造 新設 防水形複層塗材RE

G断面図
H断面図

1
0
0

防滑性LVS ｔ2.5、段鼻部ｔ4.2

ｱﾙﾐ製2段手すり

150

1,050 150

1,2001,200
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75

35

1,035 180

1
0
01
2
0

400

D10@200D13＠200 ﾀﾃﾖｺ共

防水形複層塗材RE

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200 新設

150 180
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洗眼ユニット
ｺｰｷﾝｸﾞ

1
,
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設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

付 属 建 物 　 立 面 図

1/1 00 3 1　 枚 の 内 　 A-19号

軒天：ケイカル板（アスベスト含有）撤去

屋根：高圧水洗 下地処理、SOP塗装 軒樋：高圧水洗 下地処理、SOP塗装

母屋：下地調整、SOP塗装

破風、鼻隠し：下地調整、SOP塗装

破風、鼻隠し：下地調整、SOP塗装

ケイカル板ｔ6.0、EP塗装

巾木：既存のまま

南側立面図　1/100

北側立面図　1/100

破風、鼻隠し：下地調整、SOP塗装

破風、鼻隠し：下地調整、SOP塗装

ケイカル板ｔ6.0、EP塗装

西側立面図　1/100

軒天：ケイカル板（アスベスト含有）撤去

屋根：高圧水洗 下地処理、SOP塗装

樋：高圧水洗 下地処理、SOP塗装

欠損部ﾓﾙﾀﾙ補修

巾木：既存のまま

東側立面図　1/100

巾木：既存のまま

巾木：DP塗装

巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
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図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

▽
GL

床：既設仕上材除去

壁：既設仕上材除去

アルミ製引違い窓

10
1.5

アルミ製面格子撤去

軒天：ケイカル板（アスベスト含有）撤去

天井：石綿セメント板（アスベスト含有）撤去

屋根：長尺カラー鋼板瓦棒葺き

外壁：下地モルタル刷毛引、吹付塗装

トイレブース撤去

3,000

3
,
0
5
5

2
,
2
0
0

5
0

2
,
5
5
0

4
0

2
,
3
5
0

1
,
4
5
0

1,000

300

900

1
0
0

8
0
5

9
0
0

巾木：モルタル

土間解体撤去

100角ﾀｲﾙ貼

男子トイレ

現況断面詳細図　1/30

1
6
0

▽
GL

10
1.5

竪樋：下地調整、SOP塗装

便所床：下地調整、エポキシ系塗床防滑仕上げ

（更衣室床：下地調整、防滑性LVS ｔ2.9）

壁：下地調整、EP-G塗替え

天井：ケイカル板ｔ6.0、EP塗装

窓枠、廻子：下地調整、EP-G塗替え

屋根：高圧水洗 下地処理、SOP塗装

1

可とう系改修塗材RE吹付

外壁：高圧水洗 下地処理、

3,000

300

900

3
,
0
5
5

2
,
2
0
0 2
,
5
5
0

8
0
5

1
,
2
0
0

2
0
0

9
5
0

1,000

1
2
0 5
0

1
0
0

面台:SUS304t1.5加工

腰壁:LGS(65形)ⅠRVt9

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下地化粧ｹｲｶﾙ板t6

1

AD

K

巾木：モルタル金ゴテ仕上げ

土間新設 D10@200

100角ﾀｲﾙ貼(既設のまま)

男子トイレ

改修断面詳細図　1/30

軒天：ケイカル板ｔ6.0、EP塗装

破風、鼻隠し：下地調整、SOP塗装

改修断面詳細図　1/30

付 属 建 物 　 断 面 詳 細 図

1/30

既設鉄筋に緊結

3 1　 枚 の 内 　 A-20号

3
0
0

2
,
2
4
0

4
1
0

1
6
0

2
5
0

1
5
0

2
,
8
0
0

機械基礎

D10@200

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上げ

1
5
0
1
5
0

1,300

▽
GL

機械室

既設鉄筋に緊結

砕石ｔ100

壁：石綿ﾊﾟｰﾗｲﾄ板ｔ10撤去

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

LGS(65形)下地



ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

1/50

付 属 建 物 　 展 開 図 ・ 建 具 表

1,720

1
,
8
0
0

3
0
0

2
,
2
0
0

1,970

アルミ製　

9
0
0

1
0
0

TB

1カ所

TB

1カ所女子ＷＣ

1 2

男子ＷＣ

新設　トイレブース 新設　トイレブース符　号

寸　法

姿　図

材質・仕上

場所・個数

1
AD K

1
新設　目隠しルーバー改修　引違いテラス戸+ランマ窓

（既設のまま）

40

90
0

600 190 500 120

3,450

510 590940

6
0

1
,
8
0
0

6
0

1
,
8
0
0

90 940 710

1,740

40

90
0

▽FL▽FL

戸当り帽子掛、ｽﾃﾝﾚｽ笠木 戸当り帽子掛、ｽﾃﾝﾚｽ笠木

表示付ﾗｯﾁ錠（非常時開錠） 表示付ﾗｯﾁ錠（非常時開錠）

ｽﾃﾝﾚｽ脚金物、付属金物 ｽﾃﾝﾚｽ脚金物、付属金物

備　考 住宅用規格品　日よけタイプ

樹脂ﾊﾆｶﾑ芯ﾒﾗﾐﾝ化粧板　　見込：40 樹脂ﾊﾆｶﾑ芯ﾒﾗﾐﾝ化粧板　　見込：40

ロッカー

壁：下地調整、EP-G塗替え

間仕切壁：下地調整、EP-G塗替え

3,000

1
,
4
5
0

9
0
0

窓枠、廻子：下地調整、EP-G塗替え

間仕切壁：

3,600

2
,
3
5
0

窓枠、廻子：下地調整、EP-G塗替え

下地調整、防滑性LVS ｔ2.9

壁：下地調整、EP-G塗替え

床：既設仕上材除去

3,600

ロッカー

壁：下地調整、EP-G塗替え

3,000

(既設のまま) (既設のまま)

　１　更衣室１（他更衣室も同様） 　２　更衣室１（他更衣室も同様） 　３　更衣室１（他更衣室も同様） 　４　更衣室１（他更衣室も同様）

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

3,000

3,000

1
,
4
5
0

9
0
0

窓枠、廻子：下地調整、EP-G塗替え

100角ﾀｲﾙ貼

壁：下地調整、

EP-G塗替え

3,600

2
,
3
5
0

(既存のまま)

窓枠、廻子：下地調整、EP-G塗替え

壁：下地調整、EP-G塗替え

100角ﾀｲﾙ貼

3,600

壁：下地調整、EP-G塗替え

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下地化粧ｹｲｶﾙ板t6

腰壁:LGS(65形)ⅠRVt9

3,000

1
,
2
0
0

2
0
0

9
5
0

　１　男子トイレ（女子トイレも同様） 　２　男子トイレ（女子トイレも同様） 　３　男子トイレ（女子トイレも同様） 　４　男子トイレ（女子トイレも同様）

壁：下地調整、EP-G塗替え

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

(既存のまま)

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

　１　機械室

1
,
6
0
0

2
,
6
5
0

EP-G塗替え

壁：下地調整、

EP-G塗替え
壁：下地調整、

EP-G塗替え

壁：下地調整、

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

8,000

天井：石綿ｾﾒﾝﾄ板（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）撤去

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

3,000 8,000

　２　機械室 　３　機械室 　４　機械室

平付型　アクリル樹脂ｔ2
ステンレス製取付金具共

【改修】

建具表　1/50

【改修】

ｘ7か所

ピクトサイン詳細図　1/50

【改修】

展開図　1/50

1
5
0

面台

900 40 180

下地調整、エポキシ系塗床防滑仕上げ

床：既設仕上材除去

2
,
4
0
0

2
5
0

機械基礎新設

200 475 4,0001,300
1
5
0

機械基礎新設

建付け調整、飛散防止フィルム貼り

下地調整、

EP-G塗替え

廻子：下地調整、EP-G塗替え

面台:ｱﾙﾐ製笠木　175W

更衣室・便所 更衣室・便所６カ所 ６カ所

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

31　 枚 の 内 　 A-21号

新設補強壁

L型手すり

1
5
0

2
,
2
0
0

(更衣室1のみ)

壁：石綿ﾊﾟｰﾗｲﾄ板ｔ10撤去
壁：石綿ﾊﾟｰﾗｲﾄ板ｔ10撤去

壁：石綿ﾊﾟｰﾗｲﾄ板ｔ10撤去
壁：石綿ﾊﾟｰﾗｲﾄ板ｔ10撤去

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

LGS(65形)下地

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

LGS(65形)下地

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

LGS(65形)下地
LGS(65形)下地

ｹｲｶﾙ板ｔ6.0、EP塗装

200

2
0
0



1,800 1,800 1,800 1,800

7,200

1
,8
0
0

2,000

2
,
0
0
0

5
0

60
0

5
0

1
0
0

50

275 175

▽設計FL

2
,
0
0
0

脱着式ﾃﾝﾄｼｰﾄ（端部ﾊﾄﾒ付）

ﾛｰﾌﾟ固定式

縮 　 尺

図 　 名

工 事 名

番 号

高　　　山　　　市

年 月 日

設 計 者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジ ュ ー ル 建 築 設 計 事 務 所

東 小 学 校 プ ー ル 改 修 工 事

令 和 　 ７ 年 　 ２ 月

1/50

1
,
5
0
0

2,000

［PCﾌｪﾝｽA型一般ﾀｲﾌﾟ］

撤去図　1/50

新設図　1/50

日よけ

ネットフェンス
外 構 器 具 詳 細 図

31　 枚 の 内 　 A-22号

斫り出し、切断
既設コンクリート土間

モルタル補修

鋼管φ60.5@1800

東側移設図

鋼管φ34@450 鋼管φ34ｘ5移設

さや管溶接
φ76.3ｔ4.0ｘ5

1
0
0

1
,
5
0
0

3,000

□90ｘ45

PLｔ6.0

□14ｘ14

鉄製門扉

南側既設撤去図

鋼管枠：補強のうえ移設

鉄部：DP塗装

独立基礎：450×450×600

鉄筋：D10＠200 ﾀﾃﾖｺ共

鋼管φ60.5ｘ5移設
新設鋼管φ34

2,000

階段・スロープ手すり

[リクシルサポートレールUD型　同等品]

ﾌﾛﾝﾄﾋﾞｰﾑ2段、縦Uｴﾝﾄﾞ

+ASA･ABS樹脂(2層)

支柱 φ48.6x3.1t

△ｽﾛｰﾌﾟFL

105

150

△ｽﾛｰﾌﾟFL

320

6
5
0

2
0
0

8
5
0

2
0
0

6
5

ﾌﾟｰﾙ側

外部側
3,588

3
0
0

1
,
5
2
5

1
,
4
0
0

4
0
0

400

1
0
0

1
0
0

500

1
0
0
4
0
0

独立基礎：400×500×400

120 2,983 1,498

[四国化成スタッキング引戸２型同等品]

出入口門扉

［UNﾌｪﾝｽ一般型］

2,000

ワイヤメッシュ

2
5
0

1
,
3
0
0

メッシュフェンス



プール工事本体特記仕様書

寸法公差

長さ

±7.5mm以内

幅

デッキレベル

24,950mm

内壁天端レベル

規模

本体材質

成形法

各部構造

レーン数

水 面 積：(呼称寸法で算出)

容 量：(呼称寸法で算出)

m

m

m2

m3

レーン

側壁：ハンドレイアップ法 及び スプレイアップ法　底板：RTM工法

デッキ、オーバーフロー部

プールサイズ(呼称)

FRP(Fiberglass Reinforced Plastics):不飽和ポリエステル樹脂をガラス繊維で強化したもの。

側壁

付属部品

式

個

本

ケ所

レーンロープフック

コーナーハッチ

グレーチング

段差フェンス

レーンロープ

本体固定金物

集水方式

0.9～1.1～0.9

24.95×14.515(10.01+4.505)

5

362.1

328.4

全周

4

1

12

6

1

2

3

4

5

6

部品名称

ＡＳＡ樹脂成形品

２５Ｍ樹脂製フロート（φ６０)

ＦＲＰ製

材質

水 深

許容範囲基準値

1

2

3

レーン幅 1.8 m

部位

員数

底板

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＦＲＰ単板構造

ＳＳ４００ 山形鋼 溶融亜鉛メッキ処理

2か所吸込みによる分散集水方式

サンドイッチ構造(芯材 硬質発泡材)

厚さ 21mm フロア部：厚さ 15mm

サンドイッチ構造(芯材 硬質発泡材)

厚さ 13mm

配管部品

JIS10K 125Aフランジ(ナイロン粉体塗装)+フレキシブルジョイント

ＦＲＰ製

個

個

個

個

排水兼循環金具

オーバーフロー金具

循環吐出(菊形)金具

給水口ボックス 50A HIVP管 1

2

4

12

1

2

3

4

部品名称 材質 員数サイズ

ＢＳＣ ナイロン粉体塗装 80A

50AＳＣＳ１４

本体

レーンライン

内壁天端より-50mm以下
側壁

パロスブルー

塗り分け位置

オーバーフロー部

フロアー部 パロスブルー 全面

ラインブルー

アクリルウレタン樹脂系塗料 プール本体図参照
５ｍライン ラインレッド

アイボリー

塗料材質

ライン
クロスライン ラインブルー

箇所

センターライン ラインレッド

プール

部位 色

※プール取付金具以降の配管、フランジ、ボルト、ナット、ワッシャー、パッキン、配管サポート等は設備工事

ゲルコート

(顔料を含んだ不飽和ポリエステル樹脂塗料)

カラーリング

m0.7

高学年用

低学年用

躯体寸法による

14,515mm

セットハンドルステップ 4ＳＵＳ３０４

7

躯体寸法による

コーピングカバー ＦＲＰ製 全周

ハンドレイアップ法

スプレイアップ法

Ｒｃ

ＢＳＣ

ＡＳＡ

用語説明

これに成形樹脂を含浸させて硬化後、型から外して得る成形法。

成形樹脂をスプレイ散布し硬化後、型から外して得る成形法。

型の表面に製品色となるゲルコートを吹付硬化後、その上にガラス繊維を置き、

型の表面に製品色となるゲルコートを吹付硬化後、その上にガラス繊維を含ませた

管用テーパーめすねじ

黄銅鋳物

アクリレート スチレン アクリロニトリル

ＳＣＳ ステンレス鋳鋼品

（真空補助樹脂注入成形法）
負圧を利用して樹脂を注入する成形方法。

型の表面に製品色となるゲルコートを吹付硬化後、ガラス繊維を閉じた型の中に入れ、ＲＴＭ工法

縮　尺

図　名

工事名

番号

高　　　山　　　市

年月日

設計者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジュール建築設計事務所

東小学校プール改修工事
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プール工事本体特記仕様書

令和　７年　２月

31　枚の内　A-23号



A1-A1図 1/100

段差フェンス(SUS)

水深 700

給水口50A

OF排水方向OF排水方向

OF排水方向

OF排水方向

水深 700

水深 900

水深 700

水深 900

排水兼循環吸込金具125A

距離ラインセンター

循環吐出金具

水
深

水
深

ハンドルステップ

レ
ー

ン
ラ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

A1A1

レーンライン

５Ｍラインセンターライン５Ｍライン

コーナーハッチ
オーバーフロー金具 80A×4

循環吐出金具 50A

プール本体図 1/100

A2 A2

A2-A2図 1/100

φ38×t3(SUS)

φ38×t1.5(SUS)

φ25×t1.5(SUS)

φ13×t1(SUS)

水
深

レ
ザ

ー
パ

タ
ー

ン
レ

ー
ン

ロ
ー

プ
フ

ッ
ク

B
-
B
図

1
/
1
0
0

B

B

水深

A3-A3図 1/100

水
深

水
深

新設WL

（建築工事）

ｼﾘｺﾝ系ｺｰｷﾝｸﾞ

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ

ｺｰﾋﾟﾝｸﾞｶﾊﾞｰ

（建築工事）

（プール工事）

循環吐出配管 （設備工事）

プールサイド取合い参考図 1/10

ク
ロ

ス
ラ

イ
ン

循環吐出金具 50A

A3 A3

ハンドルステップ(4箇所)

既設WL

水深 1100

排水兼循環金具

FL

縮　尺

図　名

工事名

番号

高　　　山　　　市

年月日

設計者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジュール建築設計事務所

東小学校プール改修工事

1/100

プール本体図

水
深

レ
ー
ン

ロ
ー

プ
フ

ッ
ク

注記

1．プール搬入用通路、足場、揚重機、スロープ、荷取り

ステージ等は現場状況に応じて適宜決定のこと。
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令和　７年　２月
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1．本図に示す躯体工事、撤去工事は全てプール外工事。

2. プールに付属する突起物（シート防水・ラダーハンドル・配管など）は全て撤去すること。

3. 配管部分の土間撤去・掘削範囲などについては設備業者と協議のうえ決定すること。

注記

:既設WL-135まで既設撤去1

:既設躯体全撤去3

:既設WL-170まで既設撤去2

（改修後コーナ―オーバーフロー排水部）

縮　尺

図　名

工事名

番号

高　　　山　　　市

年月日

設計者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジュール建築設計事務所

東小学校プール改修工事

1/100

プール躯体図(1)　既設プール撤去図

既設プール内壁線

新設プール内壁線

新設プール内壁線

新設プール内壁線

既設プール内壁線

2

1

3

3

3

2

1

3

3
3

3

既
設

W
L

1

2

既
設
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L
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5
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7
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25000700 700

1
2
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0
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170 170

2
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5

31　枚の内　A-25号

令和　７年　２月



1．本図に示す躯体工事、左官工事、サンドクッション転圧工事は全てプール外工事。

2．プール基礎(RC)は高低差±10mm以下とし、上面はコテ仕上げとする。

3. サンドクッションは川砂又は同等品(直径1～5mm程度で塩分0.04％以下)にて高低差±7.5mm以下となるようプレート等にて転圧する。山砂・ダストは不適。

注記

4. 砕石粒度は0～40mm程度を用い、不同沈下のない均等地盤にランマー等にて転圧する。

6 :天端レベル　既設WL+15　RC基礎新設【C30面取】

8 :天端レベル　既設WL-495 段差部RC基礎新設

5. 配管取り合い部分（ろ過吐出・給水・オーバーフロー排水配管）の詳細位置については設備業者と協議のうえ決定すること。各部詳細図参照。

9 :天端レベル　既設WL-170　（コーナーオーバーフロー排水部）

※：コーナー部コーピングカバー受け立上げ基礎 (別紙詳細図参照)

既設WL

既
設

W
L

7 :天端レベル　既設WL+15　RC基礎新設及び躯体新設【C30面取】

新
設

W
L

新設WL

既設排水枡

砕石充填

不織布砂止め

砕石転圧

サンドクッション転圧

既存排水枡水抜き処理　参考図
7 77
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プール躯体図(2)　新設プール基礎図

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ配管立上
9

※

H

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ配管立上
9

※

H

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ配管立上
9

※

H

9

※

H

既設プール内壁線

8

7

新設プール内壁線C30面取

7

新設プール内壁線C30面取

7 C30面取

(モルタル調整後躯体寸法)

7

C30面取

排水兼循環金具取付部

開口W600×H600

給水配管立上

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ配管立上

6
6

既設排水枡水抜き処理

砂流出防止メッシュ付き+砕石詰め

バルブ常開

新設プール内壁線

C30面取 C30面取

既設プール内壁線

既設WL 新設WL 7
66
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レーンロープフック

排水兼循環金具部詳細図

新設WL

オーバーフロー溝断面詳細図

オーバーフロー溝
ナイロン粉体塗装

ＪＩＳ１０Ｋフランジ　ＳＳ４００

プール本体
パッキン　ｔ２

ナイロン粉体塗装

JIS10K フレキシブルフランジ詳細図

Ｃ

フランジに溶接取付

Ｅ　ボルトはプール水側

（ＳＣＡＬＥ：ＦＲＥＥ）１／１０ １／１０

新設WL

全周

Ｚｎメッキ

４－Ｍ５

プール本体

Ｒｃ５０Ａ（菊形金具）

（１／５）

ＳＣＳ１４

パッキン

プール本体

金具ナット

金 具

ＦＲＰ

ＳＣＳ１４

合成ゴム

名 称 材 質

Ｒｃ５０Ａ上部目皿

下部目皿

パッキン　ｔ２

菊形金具（流量調整）

循環吐出金具

Ｒｃ５０Ａ

新設WL

ＦＲＰ

金　　具

パッキン

プール本体

名　　称

ＳＧＰ（ナイロン粉体塗装）

合成ゴム

取付金具 ＳＵＳ（ボルト、ワッシャー、ナット）

材　　　　　　質

循環吐出金具部詳細図 １／１０、１／５

８－Ｍ２０

Ｅ　ボルト

１２５Ａ １５０

Ａ

２５０

Ｂ

２－φ１０

Ｃ

４０

Ｄ

排水兼循環

使用箇所レーンロープフック詳細図 １／１０

以降設備工事

コーピングカバー

給水口ﾎﾞｯｸｽ50A

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
以

降
設

備
工

事

ｺｰﾋﾟﾝｸﾞｶﾊﾞｰ

既設WL+15

Ａ

コーナーハッチ平面詳細図

以降設備工事

基礎天端レベル

Ｂ給水配管立上げ

（設備工事）

コーナーハッチ及びオーバーフロー金具部、給水口ボックス詳細図 １／１０

Ｒｃ８０Ａ

Ｒｃ８０Ａ

プール本体 パッキン

オーバーフロー金具

（１／５）

ｔ３

Ａ断面図

以降設備工事

オーバーフロー金具

Rc80A内ネジ

バスケット

OF配管立上げ

（設備工事）

ＢＳＣ

パッキン

プール本体

金具ナット

金 具

ＦＲＰ

ＢＳＣ

合成ゴム

名 称 材 質

[ナイロン粉体塗装（ネジ切部分は除く）]

新設WL

既設WL

FL

φ5×45 4ヶ所

硬質塩ビ

タッピング

給水口ボックス

FRP製

Ｂ断面図

ｴﾙﾎﾞ以降設備工事

新設WL

給水配管立上げ

（設備工事）

(配管立ち上げ位置寸法は参考値）

コーピングカバー受け立上

（建築工事）

RC基礎立上

（建築工事）

既設WL-170

基礎天端レベル

コーピングカバー受け立上

OF排水方向が短辺側の場合を示す
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プール各部詳細図(1)

排水目皿（SUS）

排水目皿（SUSt1.2）

（5×30mm穴306ケ）

タッピング

六角穴付きボタンボルト

（8-M6）

排水兼循環金具

（フレキシブルフランジ）

JIS10K

（12-φ5）

金具以降設備工事

FL

既設WL
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Ａ
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表面（Ｂ部）：シリコン系コーキング

裏面（Ｃ部）：ＦＲＰ目張り

シリコンシーラント

取合部全周

給水口ボックス詳細図

短辺側面詳細図

タッピング

アクリル板ｔ３

地色 ホワイト（白色）

ラインブルー（紺色）

表示マーク取付位置

表示マーク詳細図

タッピング

アクリル板　ｔ３

地色 ホワイト（白色）

文字、記号部分

排（環）水口表示マーク

水深表示マーク

１／２０

１／２０

１／５

プール取合い部

新設WL

ラインレッド（赤色）

文字、数字部分

ジョイント及び補強リブ詳細図 １／５

カラーペースト仕上げ

硬質発泡材

サイドユニットジョイント平面詳細図

スポンジパッキング

Ｍ１０ボルト（ＳＵＳ）

ワッシャー ＳＵＳ

繊維強化硬質発泡材

補強リブ平面詳細図

硬質発泡材
硬質発泡材

ＦＲＰ

フロアーユニットジョイント断面詳細図

アルミリベット

ＦＲＰ目貼り

目地ペースト

シリコン系コーキング
ＦＲＰ

４－φ４

４－φ４

ハンドルステップ詳細図 １／２０

長さ調整部ジョイント詳細図
FRPプレート

リベット

硬質発泡材

FRP
カラーペースト仕上げ

FRP貼り

ペースト

Ｍ１０ナット（ＳＵＳ）

SUS304 φ38

WL

(浅手）

WL

SUS304 φ38

(深手）
クロスライン

レザーパターン

水
深

WL
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プール各部詳細図(2)

0.7m 0.7m

0.7m0.7m

0.9m

0.9m 0.9m

0.9m

1.1m

排（環）水口

排水兼循環金具・ガーター部詳細図 1/10

タッピング（４－φ４）

水底部吸込金具（ＳＵＳｔ２）

水底部吸込金具（ＳＵＳ）

排水兼循環金具

（フレキシブルフランジ）

ＪＩＳ１０Ｋ

以降設備工事

金具点検蓋（ＳＵＳ）

ガーター断面図

（流量調整）

タッピング（１２－φ５）

金具点検蓋（ＳＵＳｔ１．２）

ガーター平面図

距離ライン

Ｘ

Ｘ

φ８－４８ヶ

Ｘ－Ｘ断面図

タッピング

六角穴付きボタンボルト（８－Ｍ６）

（４－Ｍ６）

六角穴付きボタンボルト

（４－φ５）

排水目皿(SUSt1.5)

(5×30mm穴58ケ)

排水目皿(SUSt1.5)
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スラブ切下図、配管位置図 1/30

給水用配管

仕上FL-145（スラブ切下げ）

サンドクッションｔ=50レベル調整用

排水勾配

排水用配管80A
プールサイド

排水勾配

プールサイド

40A立上げ

150Aホッパー先行配管

区 分 容内 仕　　様　　・　　備　　考

1

2

2.95

2.2

1

m

ユニット

本 3

6

m

m

箇所 2

2.25

単位 数量

ゲルコート+FRP

φ34パイプ（SUS304)　ノズル（SUS304）3箇所/本

全長

全幅

全高

シャワー　アッパーパイプ

腰洗いノズル

メンテナンスハッチ

ユニット1(側壁及び底盤)

配管部品

個排水金具 11

2

3

部品名称 材質・仕様 員数サイズ

本体材質

成形法

各部構造

ハンドレイアップ法　及び　スプレイアップ法

FRP(Fiberglass　Reinforced　Plastics):不飽和ポリエステル樹脂をガラス繊維で強化したもの。

シャワーユニットスリム特記仕様書

ゲルコート(顔料を含んだ不飽和ポリエステル樹脂塗料) ミルキーホワイト

塗料材質

シャワー本体
ｶﾗｰﾘﾝｸﾞ

部位 色

※シャワー取付金具以降の配管、バルブ、配管サポート、保温等は設備工事

側壁・カバー：FRP単板構造　底板：サンドイッチ構造（芯材　硬質発泡材）

BSC　ナイロン粉体塗装（ミルキーホワイト） Rc80A

箇所給水配管接続取り出し HI-VPバルブソケット 40A 1

配線部品

160kg

重量

通路幅　1.2m

仕上げFLから高さ　2.105m

1.1mユニット高 仕上げFLから高さ　1.005m

5kg

PP及びPPS

ユニット 2ユニット2(側壁外側カバー) 20kg

箇所

ストレーナー 青銅　メッシュ80 1 個40A

4 操作バルブ PVC 1 個40A

5 メンテナンスバルブ 青銅 1 個40A

6 フレキシブルホース SUS316　腰洗いノズル用 6 本φ20

7 8 本φ32.5フレキシブルホース SUS316　アッパーパイプ及び水抜き用

1.材質

配管材質と凍結対策方法

2.配管取廻し

○　配管施工注意事項

○　排水配管は塩化ビニール管(VU)も可とする。

○　給水配管は塩化ビニール管(VP)も可とする。

　　(関係官庁給水規定に照らし合わせ、材質を決定すること)

○　本体ユニット内配管の冬期凍結破損防止用として、給水配管には、

本　　　　　　　　体

付　　属　　部　　品

ハンドレイアップ法

スプレイアップ法

Rc

BSC

用語説明

これに成形樹脂を含浸させて硬化後、型から外して得る成形法。

成形樹脂をスプレイ散布し硬化後、型から外して得る成形法。

型の表面に製品色となるゲルコートを吹付硬化後、その上にガラス繊維を置き、

型の表面に製品色となるゲルコートを吹付硬化後、その上にガラス繊維を含ませた

管用テーパーめすねじ

黄銅鋳物

PPS

PP

ポリフェニレンサルファイド樹脂

ポリプロピレン樹脂

PVC ポリ塩化ビニル樹脂

且つユニット設置場所まで2.0m巾以上の資材搬入路を確保すること。

不同沈下をおこさない地盤とすること。

○ 本商品のシャワー機能を充分発揮させるため、以下の条件を満たすこと。

〔1〕建築工事条件

〔2〕設備工事条件

2. 本管からシャワーユニット用配管取込み接続部まで、配管口径は40A以上とすること。

1. シャワーユニット用配管水圧を0.1MPa( 　 )　[1.0kg/cm2( 　 )]

3. シャワーユニットの排水は、自然排水ができるように排水勾配を確保すること。

1. シャワーユニット設置場所50m以内まで4ton車の通行が可能であり、

流量80～100リットル/分目安に供給すること。

(できない場合は、ピットを設け、強制排水等の処置をとること。)

2. 設置地盤は長期地耐力20KN/m2 (2t/m2)以上の均等地盤で

上記の水圧・水量が確保出来ない場合は、一次側設備工事にて減圧・増圧の措置を行うこと。

+0.05

0

+0.5

0

　　水抜き配管を設けて、必要に応じて保温措置をとること。

以降設備工事

以降設備工事

給水管バルブ40A

（足洗で貯水する場合はバルブを設けること）

凍結防止用水抜きバルブ

（排水は間接排水とすること）

配管系統図

排水管80A以上
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シャワーユニットスリム仕様書・設置図
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側面図 1/30 立面図 1/30

給水用配管40A立上げ

腰洗いノズル

(6ヶ所)

ユニット1

(側壁及び底盤)

ユニット2

(側壁外側カバー)

(設備工事)
操作バルブ

腰洗いノズル

3ヶ所

ストレーナー

バルブソケット以降設備工事現地組立(同送品)

操作バルブ

メンテナンスバルブ

水抜き

仕上FL 仕上FL FL

メンテナンスハッチ(両側)

水勾配1/100

腰洗いノズル

3ヶ所

水抜き 水抜き

腰洗いノズル

3ヶ所

フレキシブルホース

A-A方向ユニット内部配管図 1/30 C-C断面図 1/30A-A方向ユニット内部配管図 1/30 C-C断面図 1/30B-B方向ユニット内部配管図 1/30

○　　本体ユニット周囲床面取合注意事項

○　仕上面は、シャワーユニット本体入水口上面より20mm下げる。

○　仕上面は、側溝等に向つて1/75程度の水勾配をとる。

○　シャワー本体ユニットとの取合は、シリコン系コーキングを施すこと。

アッパーパイプφ34

ノズル3箇所/本

排水金具

Rc80A

A

C C

A

スリップレスパターン

B B

サンドクッションt=50

(材:建築工事)

仕上FL

(建築工事)

モルタル仕上げ

コーキング材及びバックアップ材

(建築工事)

グリップアンカー　（４ヶ所）

※シャワー下部がピットでない場合

1、ユニット設置時に合番工事にてエルボ配管先出しを行う

2、ホッパー先行配管し、ユニット設置時に合番工事にてバルソケ差込を行う

3、排水枡(400×400程度)を先行設置し、落し込み排水とする

　　一次側排水配管は80A以上とし、枡の下部に100mm程度の泥溜まりを設ける

以
降

排
水

設
備

工
事

排水金具（Rc80A)

塩ビ管150A

排水配管内への砂流出措置を行うこと

(配管ホッパー立上げ、カラネリモルタル等)

排水部詳細図 1/10
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図　名

工事名

番号

高　　　山　　　市

年月日

設計者 一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジュール建築設計事務所

東小学校プール改修工事
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シャワーユニットスリム仕様書・設置図
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※洗眼ユニットを連続して設置する

場合は間隔を200以上離すこと

洗眼兼手洗金具詳細図
平面図

1/10

洗眼ユニット本体図 1/20

360°回転可能

吐水

止水

手洗時 洗眼時

吐水

止水

F.L

1/20

底面図

1/20洗眼ユニット設置図

ホールインアンカー 6-M12

設置面はアンカー固定可能な

仕上げとすること

(建築工事)

コーキング

給水用配管HIVP20A

(設備工事)

(設備工事)

給水用配管HIVP20A

1/20正面図

1/20配管立上げ詳細図

断面図

1/20

ホールインアンカー(6－M12)

排水用配管HIVP50A

(設備工事)

(設備工事)

給水用配管HIVP20A

バックアップ材

(建築工事)

(設備工事)

排水用配管HIVP50A

A-A断面

B-B断面

構造

全長

本 体

奥行

配 管 部 品

洗眼兼手洗金具

内部給水配管

内部排水配管

カ ラ ー リ ン グ

排水管接続部

給水管接続部

1.

○ 本商品の洗眼機能を充分発揮させるため、以下の条件を満たしてください。

流量を毎分 22～26 リットルを目安に供給してください。

洗眼ユニット用配管水圧を0.12MPa（ ）[1.2kg／cｍ2（ ）]- 0 - 0

2.

3.

高水圧地区では減圧弁を設けて下さい。

下水道へ接続する場合、本体以降の排水管にはトラップを設けてください。

4.

給水配管には、水抜き系統をとって下さい（冬期凍結破損防止用）

凍結の恐れのある地域では、保温材等による凍結防止措置を行って下さい。

〔1〕設備工事条件

全FRP構造

PVC

HIVP20A用インサート付バルブソケット

排水ホース32A

全高

メンテナンスハッチ

天板ユニット

側壁ユニット

ゲルコート+ FRP（4箇所ビス固定）

ゲルコート+ FRP

給水は必ず上水道に接続して下さい。上水道以外では使用しないで下さい。

黄銅、SUS、青銅

ゲルコート+ FRP

洗眼兼手洗金具は含まない

+0.03 +0.3

洗眼ユニット仕様書

区 分 単 位
H600

内 容 仕　様　・　備　考

1

2

3

m

m

1.80

0.60

ケ 3

ケ所 1

ケ所 1

1

1

セット

セット

m 0.62

1

ユニット

ユニット

ケ所

1

1

H700

1.80

0.60

3

1

1

1

1

0.72

1

1

1

〔2〕洗眼ユニット本体標準仕様

数 量 数 量

RC仕上げで、上面不陸は±10ミリ以内

据付用基礎墨出し工事 通り芯など

給排水工事

洗眼ユニット設置工事

給水配管材はHIVP、排水配管材はVPとして下さい

但し、設置地域にて配管の材質の指定がある場合はその規定に従って下さい

〔3〕洗眼ユニット工事区分表

据付用基礎工事（RC）

後施工アンカー施工（M12）のため、設置面かぶりは60ミリ以上

ユニットは壁面に沿って設置し、床にアンカー固定

工 種
内 容項 目

設備建築 洗眼

1

4

2

3

本体：ミルキーホワイト

重　　　　量4 ｋｇ 47 51

（強風時に破損の恐れがあるため）

給排水配管貫通部に構造梁などがないことを確認して下さい

プールサイド床仕上工事

F.L

△設置壁面

FRP底板

▽
ユ

ニ
ッ

ト
中

心
線

▽
設
置

壁
面

F.L

正面図(H600タイプ)

メンテナンスハッチ

幅600　高さ330

F.L

洗眼兼手洗金具×3ケ

台　　　　数5 台 * *

側面図(H600タイプ)

メンテナンスハッチ

幅600　高さ430洗眼兼手洗金具×3ケ

正面図(H700タイプ)

側面図(H700タイプ)

A

F.L

A

B

B

排水ホース　32A

ボールバルブ20A

キャップ

凍結防止用水抜きバルブ

以
降

設
備

工
事

以
降
設

備
工

事

(設備工事)

給水用配管HIVP20A

排水用配管VP50A

(設備工事)

インサート付きバルブソケット

側溝（建築工事）

<参 考>

※ユニット背面の納まりは

　現場の状況による

以降設備工事
給水管バルブ20A

凍結防止用水抜きバルブ

（排水は間接排水とすること）

排水管50A以上

以降設備工事

配管系統図
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洗眼ユニット(H600・H700)仕様書・本体図・設置図
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縮　尺

図　名

工事名

番号

年月日

設計者

電気設備工事仕様書

一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジュール建築設計事務所

東小学校プール改修工事

N･S

令和　７年　２月

【仕様書】 電気設備工事仕様書

５．別途工事

・建築工事　・機械設備工事

（　 印内に番号記入のもの及び　　印のみ適用する）４．工事項目

３．建物概要

　，工事概要

建 物 名 称 備　考2延面積（ｍ ）構造 階　数 消防法施行令別表第一

構内配電線路（強電）

構内配電線路（弱電）

建物名称

　コンセント設備

2

　照明設備

電灯設備

1

幹線設備

動力設備

工事項目

屋　外

その他
棟

校舎

　　　　　　　　棟

棟 棟 棟 棟

　　　　　　　　棟

　　　　　　　　棟

　　　　　　　　棟

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

（項目は番号に　　印記入のもの、選択式の特記事項は　　印のみ適用する）

項　　　　目

２．特記仕様

共　通　事　項

高圧受変電設備

3

　校内放送設備

放送、電気時計設備

　電話配線設備

電話設備　

インターホン設備

　ＥＬＶインターホン設備

　自動火災報知設備

防災設備

　放送機器、通信機器、その他弱電機器等の仕様は、各機材メーカー標準と読み替える。

　内線規程　　　　　　　　　　　　　　　　　最新版　　　　（電気技術基準調査委員会編集）

特記仕様及び図面に記載なき事項は、全て下記仕様による。

（　　印のみ適用する）
　．工事仕様
１．共通仕様

　公共建築改修工事標準仕様書　 　　　　　　最新版　　　　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

　工事請負契約書

　公共住宅建設工事共通仕様書　　　　　　　　最新版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公共住宅事業者等連絡協議会監修）

　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　最新版　　　　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　最新版　　　　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

規基準、指針、指導等に準拠する。

本工事に関係する法律、政令、省令、告示、条令、各地方公共団体の内法規等の事項3

適用範囲（１）1 この特記仕様書、図面及び現場説明書（質疑応答書を含む）に記載され

ていない事項は全て国土交通大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標

準仕様書（最新版）、公共建築改修工事標準仕様書（最新版）による。

　１）質疑応答書　２）現場説明書　３）工事仕様書　４）標準特記仕

設計図書間等に相違がある場合の優先順位は下記の通りとする。適用範囲（２）2

　様書（添付された場合に限る）　５）図面　６）公共建築改修工事標

　準仕様書　７）公共建築工事標準仕様書

受注者は、公共建築工事標準仕様書に基づき施工するものとする。

を省略することができる。

高山市ホームページ上に示された書類とし、監督員協議によりその一部提出書類4

事故報告5 工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに

、事故発生報告書を監督員に提出する。

いて工術上必要な微細なる工事変更については、監督員の指示に従い受

場合の見積単価については契約時のものとする。但し、本工事施工にお

事の見積書を予め提出し、承認を受けた後変更工事に着手する。尚この

建築主の希望、その他により設計変更が生じる時は、原則として当該工

められるものは、監督員の指示に従い施工しなけらばならない。

ならない。設計図書に記載がなくとも、外観上、構造上、当然必要と認

本工事の設計図書に関する質疑は、工事着手前に確かめておかなければ

設計変更

注者の工事費負担により施工する。

質　　疑6

7

実施状況の提出に9

ついて

受注者は、工事施工において自ら立案実施した創意工夫や技術力に関す

る項目、又は地域社会への貢献として評価できる項目について工事完了

時までに所定の様式により提出することが出来る。

軽微な変更等 現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状、寸法等の軽

微な変更は、監督員の指示による。なお、この場合の請負金額の変更は

8

行わない

　各種製品検査　　　各種仕上検査　　　工事中間検査及び竣工検査

下記の項目については、監督員の立合検査を受け、検査立合記録書に監立会検査10

督員の了承を得るものとする。

受けなくてはならない。尚試験に要する費用は全て受注者の負担とする。

本工事に使用する材料の内、監督員より指示あるものに関してはその成材料試験11

積表を提出するか、又は監督員の承認する試験所で試験を行い、承認を

本工事施工に伴う既存設備の軽微な加工、改造は、本工事とする。

施設管理者へ引渡す。又引渡しを要しないものは全て場外に搬出し下記

引渡しを要するものは監督員の指定する場所に整理しリストを作成の上

の産業廃棄物適正処理の項及び関係法令等に従い適正に処理する。

処理については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「岐阜県廃

棄物の適正処理に関する条例」「岐阜県建設廃棄物適正処理の三原則」

る。　但し、機器品質の良否判定は、監督員の指示に従う。

撤去した後再利用する機器は、清掃及び絶縁測定の上、良品のみ使用す

撤去及び取壊し工事は、事前に既存設備の概要を把握し、他に影響が及

ばないよう充分検討した上で着工する。

新築時廃棄物

発生材の処理

撤去工事

再利用機器

既存との取合い

の規定を遵守し適正に処理する。

12

13

14

15

17

混合物の処理については管理型最終処分場に持ち込むものとする。

産業廃棄物の適正処理16 受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に

従い産業廃棄物関連書類の提出並び確認及び処理施設の現地確認並びに

建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適

正に処理されている事を確認しなければならない。　廃棄物マニフェス

トＥ票を一覧にし提出する。

　　※構外搬出適切処理

下記の資材については再生資材を使用する。

残土処分

再生資材の利用

構内アスファルト再生加熱アスファルト混合物 プラント再生舗装

（日本道路協会）
技術指針

再生クラッシャラン アスファルト舗装下

規格資材名 使用場所

18

19

　　片道の運搬距離（ 　　　　　 ）ｋｍ

　　構内指示の場所にたい積する。

　　構内指示の場所に敷きならす。

　　構内盛土に利用。

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督員に報告を行うこはつり20

と。　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記

のない場合はダイヤモンドカッターによる。

工事方法 　建築基準法及び消防法で定められた非常用電源回路には、赤色で用25

別途工事 　ＥＬＶ工事（機械設備工事）

プレートは、下記を標準とする。フラッシュプレート

　新金属製　樹脂製（洋風モダン）

23

24

配線器具は、下記を標準とする。配線器具

　ワイドハンドル型　大角形連用型

22

　あと施工アンカーの引抜き試験は１ロット毎に行い成績表を提出するあと施工アンカー21

引抜き試験 　ものとする。

　途を明記する。

第　Ｄ　種 １００Ω以下

　設年月日、接地抵抗測定値を明記する。

　接地極の附近には接地極埋設標を設け、種別、埋設位置、深さ、埋

記　　　号

　接地工事は下記による。

接　地　の　種　類 接 地 抵 抗 値

　配管工事のみで電線を入線しない場合は、導入線（１．２ｍ／ｍ

　けるプレートには、用途を明記する。

　ジョイントボックス等、配線器具を実装しない位置ボックスに取付

　スには、保温及び結露防止処置を施す。（外壁部のみ）

　ＦＰ板（スタイロフォーム等）打込みの部分に取付ける位置ボック

　建物内で、配管の１区間が３０ｍ以上となる場合は、途中にプルボ

　鋼製電線管の露出部分の塗装箇所は、監督員の指示による。

　（エッチングプライマー下処理の後、指定色ＯＰ２回塗り）

　位置ボックスは、原則としてアウトレットボックスとする。

　ックス又はジョイントボックスを設ける。

　ビニル被覆鉄線）を挿入する。

　防火区画貫通部の耐火処置の仕様は下記とする。

ＤＥ

　(ロ)（財）日本建築センター（ＢＣＪ）防災評定品の使用

　(イ)建築基準法　告示　第３１８３号に準拠

の費用負担にて敏速丁寧に改修しなければならない。ただし工事不良が

故意又は重大な過失により生じた場合は１０年間とする。

建築竣工引渡後１年が経過した時点において係員立合のもとで１年検査

を行い、工事不良の為生じたと認められる損害等についても、係員の指

建築竣工引渡し後、原則として５年以内（特に指定のある工種を除く）

示に従い改修しなければならない。尚、その費用については受注者の負

経年検査

工事保証26

27

担とする。

において、工事不良の為生じたと認められる損害等については、受注者

電子メールの利用28 本工事の施工中における受発注者間の情報共有は、電子メールを利用す

ディーゼルエンジン30

車両の適正燃料の使

用について

１）ディーゼルエンジンを動力とする車両にはＪＩＳ規格の軽油を使用

　　すること。

２）ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には

　　協力すること。

ること。運用にあたっては、「電子メールを活用した情報共有における

運用指針」による他、工事着手前協議時に監督員と協議の上、決定する

ものとする。

工事書類の簡素化に29

ついて

　事前調査（　　本工事　　　　　別途　　　　　　　　）

　調査範囲（　　図示　　　　　　工事範囲　　　　　　）

　調査項目（　　既存資料調査　　既設配線ルート　　　）

施工調査31

　調査方法（　　図示　　　　　　目視　　　　　　　　）

工事着手前協議32 １）本工事の受注者は、契約後１～２週間以内に設計書内容等について

　　、監督員と工事着手前協議行うこと。

２）協議に当たっては、別に定める「施工打ち合わせ記録簿」に協議事

　　項を記入し、打ち合わせに持参すること。なお、協議日の設定につ

３）協議に当たって、発注者側は監督員及び係長又は課長、受注者側は

　　現場代理人及び主任技術者が出席するものとする。

４）協議時、「施工打ち合わせ記録簿」の回答（その他）欄は監督員が

　　記入し、最後に確認を行い監督員・係長又は課長の確認印を押印し

　　いては、受注者側が事前に監督員と連絡をとり設定しておくこと。

　　、写しを現場代理人（主任技術者）が受け取ること。

33

　に行われた増改築及び設備の増設等により、既存の状態と既存図面と

　ている。　従って新築時の納まり、取合い等による変更、又は竣工後

　本設計図書は、既存建物の新築時に於ける設計図に基づいて作成され既設工事注記事項

　撤去工事に於いて、事前に工事前施工調査を行い既設設備の状況を把

　握した上で施工するものとする。

　の間に差異が生じ、本設計図書によることが困難な場合は、監督員と

　打合せの上、その指示に従う。

　図記明記無き場合でも建築工事又は機械設備工事に於いて、天井張替

　え、壁張替え及び機器取り外し→再取付等に伴う既設電気設備機器の

　取外し→再取付、配線の再接続等は本工事とする。

　図面明記無き場合でも改修工事に於いて不要となる機器は監督員と協

　議の上、原則撤去処分とする。

　姿図の寸法、形状は参考とする。

　別途機器への接続は、本工事とする。そ　の　他35

工事中の既設設備34

　には事前に施工前調査で既設配線ルート等の調査を行い、工事範囲外

　工事範囲外の部屋は工事期間内も使用する為、機器及び配線撤去の際

　の部屋の電気設備に影響が有無を確認の事。

　既設電気設備に影響が有る場合は監督員と協議の上、配線迂回、仮電

　源の準備等の必要と思われる仮設備工事を行う事。

　不要となる隠蔽部既設配管を利用し、新設配線を施工出来る部分につ

　いては積極的に利用とする。

　図面上、配管及び線ぴ施工表記の部分も調査の上、ケーブル隠蔽施工

　が可能な場合はケーブル隠蔽施工とする。

　上記、２項目に於いて金額の増減は無いものとする。

２．工事場所　　　　　岐阜県　高山市　松之木町２９６２－１

１．工事名称　　　　　東小学校プール改修工事（建築・電気）

プール　　　　　棟 ＲＣ 1 . 　　　７項　（　）

ドアの裏面の充電部には、感電防止処置を施す。分　　電　　盤

1

　合成樹脂可とう電線管（ＰＦ）

　ケーブル配線

　電灯　単相３線式２００／１００Ｖ

　線ぴ配線

　鋼製電線管配　線　方　法

　動力　三相３線式２００Ｖ電　気　方　式1

2

3

幹
線
・
動
力
設
備

配　線　方　法

電　気　方　式
2

1

2

　　単相２線式　　　２００Ｖ

電

灯

設

備

照度測定 照度測定を行い測定結果を係員に提出。最低照度は図面参考とする。4

照 明 器 具 の

(ニ)照明器具を木、その他可燃物に取付ける場合は、遮熱を考慮する。

　　又はフィックスチュアスタッド等を使用し支持する。

(ハ)特殊な照明器具は、上記による他、係員の指示による。

(ロ)その他の照明器具は、上記による他、位置ボックスにネジ止め、

(イ)吊りボルトを必要とする機種及び施工方法は「公共建築工事標準仕

　　様書（電気設備工事編）」及び「公共建築設備工事標準図（電気設

　　改修工事に於いて吊りボルト用あと施工用アンカーは本工事とする。

　　吊 ボ ル ト

3

　合成樹脂可とう電線管（ＰＦ）

　ケーブル配線　線ぴ配線

　鋼製電線管

　　単相２線式　　　１００Ｖ

　動力　三相４線式　　　Ｖ

　電灯　単相２線式２００Ｖ 　電灯　単相２線式１００Ｖ

　　備工事編）」によりものとする。

構内放送設備

配　線　方　法

　スピーカー　　（非常放送用は消防法基準適合品）

　アッテネーター（特記以外は　　　Ｖ－３Ｓ　　　Ｖ－３Ｐ）

　増巾器（　　局、　　　Ｗ　　　一般用　　防災　　一般兼用）　　

1

2

　　　壁掛型　　　卓上型　　　デスク型　　　総合盤内組込

3
　合成樹脂可とう電線管（ＰＦ）

　ケーブル配線　線ぴ配線

　鋼製電線管

　電気時計設備

放

送

・

電

気

時

計

設

備

電気時計設備 　プログラムタイマー機能　親時計（　回路、停電補償付）

　壁掛形 　複合盤内組込

3

　電波受信機能付時計(ＡＣ電源)　電波受信機能付時計(乾電池式)

　パルス発生器（停電補償付）

高　　　山　　　市

2　枚の内　E-01号

実地にあたっては「工事書類簡素化要領」（技191号平成22年6月

30日改正）に基づいて実施すること。



縮　尺

図　名

工事名

番号

高　　　山　　　市

年月日

設計者

動力・電灯・電気時計設備図

一級建築士　第252093号

伊藤　麻子
ジュール建築設計事務所

東小学校プール改修工事

1/100

令和　７年　２月

改修後 動力・電灯・電気時計設備平面図　S:1/100 既　設 動力・電灯・電気時計設備平面図　S:1/100
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電気時計、スピーカー
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水深 1100
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水深 1100

土間コンクリート撤去範囲土間コンクリート新設範囲

Ｍ

+1060

+30

キ接続

キ接続

キ接続

キ接続

キ接続

キ接続

機械室

WHWHWHWH

キ接続

男子便所

1ａ２０１

女子便所

1ａ２０１

男子更衣室

1ａ２０１

男子更衣室

1ａ２０１

女子更衣室

1ａ２０１

女子更衣室

1ａ２０１

機械室

1ｂ４０１

男子便所

1Ａ１６２Ｈ

女子便所

1Ａ１６２Ｈ

更衣室１

1Ａ１６２Ｈ

更衣室２

1Ａ１６２Ｈ

更衣室３

1Ａ１６２Ｈ

更衣室４

1Ａ１６２Ｈ

機械室

1Ｂ３２２Ｈ

撤去工事　凡例

配線：撤去、配管：撤去又は現状のまま廃止を示す。

配線、配管　配管現状のままを示す。

撤去　機器を示す。

機器　現状のままを示す。

配線：撤去、配管：再利用を示す。

取外し（再利用）　機器を示す。

改修工事　凡例

<キ>

今回工事　配線、配管を示す。

既設　配線、配管を示す。

今回工事　機器を示す。

既設　機器を示す。

既設品に新設配線接続を示す。キ接続

既設配線に接続を示す。キ接続

取外し既設機器　再取付を示す。キ

キ接続

キ接続

キ接続

キ接続

キ接続

キ接続

凡例

換気扇　　　（納入・取付：機械設備工事）

ダクト換気扇（納入・取付：機械設備工事）　接続：本工事

凡例

換気扇　　　（撤去：機械設備工事）

ダクト換気扇（撤去：機械設備工事）　電源切離し：本工事

ろ過機制御盤(機械設備工事)
3φ200V 7.6kW
ろ過ポンプ１号 3.7kW
ろ過ポンプ２号 3.7kW
コンプレッサー 0.2kW

撤去ろ過機制御盤(機械設備工事)
3φ200V 7.5kW

VV-R 8sq-3C E5.5sq

<キ>

Ａ１６２Ｈ Ｂ３２２Ｈ

MODEL) 直付XLX460AENP LE9

本体

ボルトフリー（１００～２４２Ｖ）

Ｗ：１５０

鋼板（白色粉体塗装）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＬＥＤ×１（４３．１Ｗ）　（昼白色）
６９００ｌｍ（ＦＨＦ３２Ｗ×２高出力相当）

ＬＳＳ９－４－６５

【機器表】 照明器具一覧表

ＬＥＤ×１（２１．８Ｗ）　（昼白色）
３２００ｌｍ（ＦＨＦ１６Ｗ×２高出力相当）

ＬＳＳ９－２－３０

MODEL) 直付XLX230AENC LE9

本　体

ボルトフリー（１００～２４２Ｖ）

Ｗ：１５０

鋼板（白色粉体塗装）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

注記）メーカー型番は参考とする新設 照明器具 一覧表

記　号 名　　　称 形　　　　　状

ＦＬ４０Ｗ×１

直付型　　逆富士型ａ２０１

ｂ４０１

ＦＬ２０Ｗ×１

直付型　　逆富士型

取外し(再利用)
撤　去　内　容 現状のまま撤去

撤去 照明器具 一覧表

【機器表】 電気時計一覧表

調 針切換

+

調 整

時 刻 の 合 わ せ 方

NO. 1

NO .2

NO. 1

自 動

停 止

早 送 り

ＥＴ－１

MODEL) TA 521

パルス発生器（ポール内蔵型）
停電補償付

屋外用電気時計（両面型・ポール取付型）
既設電気時計ポールに取付

MODEL) TCF 120705

注記）メーカー型番は参考とする新設 電気時計 一覧表

ＤＣ２４Ｖ有極３０秒パルス 消費電流３２ｍＡ

アルミ　黒色塗装指針

機械

鋼板　白色塗装　文字黒色印刷文字板

鋼板　コーヒーブラウン色塗装ケース

ポリカボネート　透明　ｔ＝５表ガラス

φ８９．１適合ポール ケース

出力信号

出力容量

使用温度範囲

停電補償時間

－１０℃～＋５０℃

３０時間以上

６０ｍＡ

ＤＣ２４Ｖ有極３０秒パルス

ＡＢＳ樹脂　アイボリー色

蓄電池 ニッケル水素電池　ＤＣ２４Ｖ　１７０ｍＡｈ

定格 ＡＣ１００Ｖ　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ共用

φ
7
0
0

７００φ

φ89.1

記　号 名　　　称 形　　　　　状

パルス発生器

片面型・ポール取付型　７００φＥＴ－ａ 屋外用電気時計

ポール内蔵型

取外し(再利用)
撤　去　内　容 現状のまま撤去

撤去 電気時計 一覧表

電気時計

1ＥＴ－ａ

※電気時計ポール及びポール取付型スピーカーは現状のままとする

1パルス発生器

電気時計

1ＥＴ－１

※電気時計ポール及びポール取付型スピーカーは既設のままとする

1パルス発生器

EM-CE 14sq-3C E5.5sq (39)

EM-CE 14sq-3C E5.5sq (39)E5.5sq (19)

SS 200×200×200SS 200×200×150

切断
既設電灯分電盤へ接続

既設配線へ接続

WH 電力会社軽量器（低圧受電）

電灯分電盤

WH 既設　電力会社軽量器（低圧受電）

既設　電灯分電盤

2　枚の内　E-02号


